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『
楚
辞
』
「
招
魂
」
• 
「
大
招
」
は
じ
め
に
)
『
楚
辞
』
は
、
戦
国
時
代
の
楚
国
で
作
ら
れ
た
作
品
体
系
で
あ
る
舗
と
さ
れ
る
一
方
代
、
漠
代
に
盛
行
し
た
賦
の
源
流
の
一
つ
と
し
て
も
写
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
『
楚
辞
』
と
賦
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
る
辞
賦
の
制
継
承
'
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
戦
国
時
代
か
ら
漠
代
の
文
学
を
州
研
究
す
る
際
の
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
辞
賦
の
展
開
を
り
辿
る
上
で
の
重
要
な
作
品
に
、
『
楚
辞
』
「
招
魂
」
・
「
大
招
」
の
両
篇
闘
が
あ
足
。
上
「
魂
」
を
「
招
」
く
と
い
う
主
題
や
、
舗
陳
も
し
く
は
物
尽
く
し
貯
の
表
現
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
、
両
篇
は
ま
と
め
て
「
ニ
招
」
前
と
称
せ
ら
れ
、
同
類
の
作
品
と
捉
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
お
o
ま
た
、
随
従
来
の
注
釈
・
研
究
の
多
く
は
、
二
招
の
作
者
も
し
く
は
成
立
年
代
を
特
定
し
よ
う
と
し
、
二
招
の
聞
に
は
前
後
関
係
が
あ
る
と
し
て
、
l
一
方
が
先
行
し
て
成
立
し
、
も
う
一
方
が
先
行
作
品
を
模
倣
も
し
く の
飲
食
描
写
田
島
野
花
は
継
承
し
た
、
と
い
う
間
柄
を
想
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
両
篇
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
、
成
立
年
代
は
い
つ
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
の
か
と
い
う
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
決
定
的
な
証
拠
に
欠
け
、
現
在
に
至
る
ま
で
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
近
年
の
辞
賦
研
究
に
は
、
修
辞
や
構
造
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
「
招
魂
」
に
始
ま
り
、
「
大
招
」
を
経
て
枚
乗
「
七
発
」
に
至
り
、
さ
ら
に
司
馬
相
如
の
賦
へ
と
続
く
、
と
い
う
形
で
の
辞
賦
の
変
遷
を
論
じ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
谷
口
洋
氏
は
、
狩
猟
の
モ
テ
ィ
1
7
や
構
造
に
注
目
し
て
分
析
を
行
い
、
「
高
唐
賦
」
・
「
招
魂
」
が
「
狩
の
古
代
的
な
意
味
」
を
と
ど
め
た
作
品
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
大
招
」
目
「
七
発
」
は
そ
れ
を
失
っ
て
漢
賦
に
近
づ
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
「
大
招
」
が
「
古
代
的
形
式
」
を
保
持
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
七
発
」
は
「
古
代
的
形
式
」
を
否
定
し
た
と
述
べ
る
。
谷
口
氏
の
論
考
は
、
狩
猟
モ
テ
ィ
l
7
を
指
標
と
し
て
、
諸
作
品
を
辞
賦
の
展
開
の
中
に
位
置
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
が
考
察
の
対
象
と
2
し
た
辞
賦
作
品
の
う
ち
、
「
招
魂
」
・
「
大
招
」
・
「
七
発
」
に
は
、
狩
猟
の
他
に
も
様
々
な
モ
テ
ィ
1
7
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
部
の
モ
テ
ィ
1
7
を
も
っ
て
作
品
全
体
の
位
置
付
け
を
決
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
他
の
幾
つ
か
の
モ
テ
ィ
1
7
に
関
し
て
も
分
析
を
行
い
、
諸
作
品
の
位
置
付
け
を
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。
二
招
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
四
方
の
害
悪
を
述
べ
る
部
分
や
、
宮
殿
・
飲
食
美
女
・
歌
舞
な
ど
の
快
楽
を
述
べ
る
部
分
が
両
篇
に
共
通
し
て
い
る
。
筆
者
は
以
前
、
二
招
の
四
方
描
写
を
比
較
し
、
「
招
魂
」
が
「
大
招
」
に
比
べ
、
よ
り
具
体
的
な
描
写
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
「
招
魂
」
の
作
者
が
「
大
招
」
の
作
者
に
比
べ
て
、
魂
を
招
く
と
い
う
主
題
を
よ
り
明
確
に
意
識
し
て
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
稿
を
受
け
、
本
稿
で
は
二
招
の
飲
食
描
写
を
対
象
と
し
て
、
飲
食
物
等
の
種
類
、
飲
食
物
を
挙
げ
て
説
明
す
る
文
の
構
造
、
対
偶
表
現
、
飲
食
物
の
登
場
す
る
順
序
、
宴
会
に
集
ま
る
人
々
な
ど
に
関
し
て
比
較
検
討
を
行
う
。
そ
の
際
に
は
、
ニ
招
の
み
な
ら
ず
、
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
飲
食
描
写
を
含
む
「
七
発
」
等
の
作
品
も
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。
複
数
の
作
品
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
招
の
位
置
を
考
察
し
て
ゆ
J
〈、。
第
一
章
、
『
詩
経
』
の
飲
食
描
写
二
招
に
先
行
す
る
辞
賦
作
品
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
飲
食
描
写
が
見
え
な
い
。
そ
こ
で
辞
賦
以
外
に
も
範
囲
を
広
げ
る
と
、
『
詩
飴
』
に
、
飲
食
描
写
を
含
む
幾
つ
か
の
詩
情
が
見
え
る
。
小
雅
「
楚
茨
」
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
も
飲
食
描
写
の
分
量
が
多
く
、
描
写
も
詳
細
で
あ
る
。
「
楚
茨
」
か
ら
、
飲
食
に
関
わ
る
部
分
だ
け
を
抜
き
出
す
と
、
第
一
章
三
句
目
以
降
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
自
昔
何
潟
、
昔
よ
り
何
を
か
矯
す
、
う
る
5
2
8
う
我
菰
黍
稜
。
我
黍
・
稜
を
菰
う
。
我
黍
奥
奥
、
我
が
黍
血
ハ
興
と
し
て
、
我
稜
翼
翼
。
我
が
稜
翼
翼
た
り
。
我
倉
既
盈
、
我
が
倉
既
に
盈
ち
、
い
な
h
u
ら
我
康
維
億
。
我
が
庚
維
れ
億
な
り
。
つ
〈
以
潟
酒
食
、
以
て
酒
食
を
矯
り
、
以
享
以
記
。
以
て
享
し
以
て
杷
る
。
や
す
す
す
以
妥
以
佑
、
以
て
妥
ん
じ
以
て
惰
め
、
お
初
た
す
以
介
景
福
。
以
て
景
い
な
る
福
を
介
け
ん
。
こ
こ
に
は
、
食
材
と
し
て
「
黍
」
と
「
稜
」
が
見
え
、
そ
れ
ら
で
「
食
」
つ
〈
や
「
酒
」
を
作
る
と
い
う
。
九
句
日
「
以
て
酒
食
を
矯
り
」
以
降
に
対
し
、
後
漢
の
鄭
玄
は
次
の
よ
う
に
注
を
附
す
。
黍
稜
を
以
て
酒
食
を
矯
り
、
之
を
献
じ
て
以
て
先
祖
を
杷
り
、
既
に
又
た
戸
を
迎
え
、
神
坐
に
慮
り
て
之
を
食
ら
わ
し
め
、
其
の
飽
か
ざ
る
を
嫌
う
を
矯
す
。
祝
主
人
の
僻
を
以
て
之
に
勅
む
る
は
、
孝
子
の
大
い
な
る
福
を
受
く
る
を
助
く
る
所
以
な
り
。
(
以
黍
稜
矯
酒
食
、
献
之
以
祖
先
祖
、
既
又
迎
戸
、
使
庭
神
坐
而
食
之
、
震
其
嫌
不
飽
。
祝
以
主
人
之
僻
勘
之
、
所
以
助
孝
子
受
大
福
也
。
)
黍
や
穏
で
食
事
や
酒
を
作
り
、
そ
の
食
事
や
酒
を
祖
霊
の
宿
っ
た
戸
に
飲
食
さ
せ
、
祖
霊
か
ら
福
を
授
か
る
と
い
う
。
第
二
章
の
前
半
に
は
、
済
済
鎗
路
、
済
済
除
姶
と
し
て
、
告
さ
よ
町
山
知
市
爾
牛
羊
、
爾
の
牛
¥
羊
を
ふ
制
的
く
し
、
(
4
5
り
あ
2
2
z
以
往
丞
…
能
。
以
て
丞
…
・
嘗
に
往
く
。
ロ
か
わ
は
に
油
或
剥
或
亨
、
或
い
は
剥
ぎ
或
い
は
亨
、
j
:
i
D
 
時
或
臨
時
或
務
。
或
い
は
体
ね
或
い
は
勝
、
っ
。
制
と
あ
る
。
二
勾
目
に
は
食
材
と
し
て
「
牛
」
「
羊
」
が
登
場
し
、
回
大
句
目
に
は
牛
や
羊
の
皮
を
「
剥
」
い
だ
後
に
、
「
亨
」
る
と
い
う
方
川
法
で
調
理
す
る
と
歌
一
九
。
制
さ
ら
に
第
三
章
前
半
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
「
か
ま
ど
日
執
袋
路
陪
、
裂
を
執
る
こ
と
時
時
と
し
て
、
闘
魚
組
孔
碩
。
姐
を
衝
を
」
仁
1hだ
鵬
L
。
ゃ
あ
ぷ
或
矯
或
炎
、
或
い
は
矯
き
或
い
は
炎
り
、
君
婦
莫
英
、
君
婦
莫
莫
と
し
て
、
3 
た
か
っ
き
つ
〈
お
お
鴛
豆
孔
庶
。
豆
を
潟
る
こ
と
孔
だ
庶
し
。
魚
賓
矯
客
、
賓
た
り
客
た
り
、
し
?
ウ
献
醗
交
錯
。
献
醗
交
錯
す
。
一
旬
日
か
ら
三
句
目
に
関
し
て
、
鄭
玄
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
婚
は
、
肉
を
矯
く
な
り
。
炎
は
、
肝
炎
な
り
。
皆
な
献
に
従
う
の
組
な
り
。
其
の
之
を
殺
に
鋳
る
に
、
必
ず
肉
を
取
る
な
り
。
肝
や
肥
碩
に
し
て
美
き
者
な
り
。
(
婚
、
矯
肉
也
。
炎
、
肝
炎
也
。
皆
従
献
之
狙
也
。
其
翁
之
於
袋
、
必
取
肉
也
。
肝
也
肥
碩
美
者
。
)
鄭
玄
の
い
う
「
献
に
従
う
」
に
つ
い
て
は
、
正
義
が
「
以
て
献
酒
に
従
う
の
用
な
り
。
(
以
従
於
献
酒
之
用
也
。
)
」
と
解
釈
す
る
の
を
ふ
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
鄭
玄
は
、
酒
の
肴
と
し
て
肉
や
肝
を
「
裳
」
で
「
矯
」
い
た
り
「
失
」
っ
た
り
し
て
調
理
し
、
「
組
(
供
物
台
こ
に
載
せ
る
、
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
か
っ
き
?
お
お
五
匂
目
「
豆
を
矯
る
こ
と
孔
だ
庶
し
」
に
対
し
、
鄭
玄
は
「
庶
あ
ぶ
ら
ぎ
は
、
勝
る
な
り
。
祭
杷
の
破
、
后
夫
人
主
簿
一
旦
を
共
に
す
る
に
、
E
S
I
 
必
ず
肉
物
の
肥
え
て
勝
り
美
き
者
を
取
る
な
り
。
(
庶
、
膨
也
。
祭
把
之
雄
、
后
夫
人
主
共
鍾
豆
、
必
取
肉
物
肥
勝
美
者
也
。
)
」
と
述
べ
、
た
か
っ
き
《
泊
》
「
豆
」
と
は
豆
に
盛
っ
た
肉
料
理
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
七
し
ゅ
う
句
目
「
献
鴎
交
錯
す
」
に
関
し
て
は
、
鄭
玄
が
「
始
め
主
人
賓
に
酌
む
を
献
と
矯
す
。
賓
既
に
主
人
に
酌
み
、
主
人
又
た
自
ら
飲
み
、
賓
に
酌
む
は
醗
と
日
う
。
旅
に
歪
り
て
爵
交
錯
し
以
て
循
く
す
。
(
始
主
人
酌
賓
篤
献
。
賓
既
酌
主
人
、
主
人
又
自
飲
、
酌
賓
日
醗
。
至
旅
4
而
爵
交
錯
以
術
。
)
」
と
述
べ
、
主
人
と
賓
客
が
杯
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
と
す
る
。
第
四
章
に
は
、
「
神
飲
食
を
暗
む
。
(
神
暗
飲
食
。
)
」
の
句
が
あ
っ
て
神
霊
が
供
物
を
飲
食
す
る
こ
と
を
歌
い
、
そ
の
後
に
神
が
主
人
をみ必
祝
福
す
る
「
暇
辞
」
を
述
べ
る
と
詠
じ
る
。
第
五
章
で
は
、
「
神
具
酔
え
り
。
(
神
具
醇
止
。
)
」
と
神
霊
が
供
物
の
酒
に
酔
い
、
音
楽
を
奏
で
て
神
霊
を
送
り
出
し
、
「
諸
父
兄
弟
、
備
に
言
に
燕
私
す
。
(
諸
父
兄
弟
、
備
言
燕
私
。
)
」
と
祭
紀
後
に
同
姓
一
族
の
宴
が
関
か
れ
る
i
u
お
こ
な
と
歌
う
。
第
六
章
は
一
族
の
宴
の
様
子
で
あ
り
、
「
爾
の
殺
既
に
将
わ
る
(
爾
殺
既
将
)
」
と
料
理
が
行
き
渡
り
、
「
既
に
酔
い
既
に
飽
き
、
小
大
稽
首
す
。
(
既
酔
既
飽
、
小
大
稽
首
。
)
」
と
老
い
も
若
き
も
酔
っ
て
満
腹
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
第
一
章
で
は
「
黍
稜
」
の
栽
培
と
豊
作
が
歌
わ
れ
、
収
穫
し
た
穀
物
で
「
酒
食
」
を
作
る
と
詠
じ
る
。
第
二
章
で
は
「
牛
羊
」
と
い
う
動
物
の
肉
を
「
亨
」
る
な
ど
し
て
調
理
す
る
と
歌
う
。
第
三
章
前
半
で
は
、
肉
類
を
「
矯
」
く
・
「
炎
」
る
な
ど
の
方
法
で
料
理
す
る
と
歌
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
酒
の
肴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
肉
類
を
調
理
し
供
物
と
し
て
捧
げ
、
続
い
て
主
人
と
賓
客
が
沼
を
酌
み
交
わ
す
と
歌
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
四
章
か
ら
第
六
章
で
は
、
神
霊
が
供
物
を
飲
食
し
、
酔
っ
て
満
腹
に
な
る
と
退
場
す
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
祭
杷
の
後
に
は
、
一
族
の
人
々
が
下
げ
ら
れ
た
供
物
を
存
分
に
飲
食
す
る
さ
ま
が
叙
述
さ
れ
る
。
「
楚
茨
」
で
の
飲
食
は
祭
杷
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
神
霊
が
供
物
を
飲
食
す
る
こ
と
が
一
族
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
飲
食
物
と
し
て
は
、
穀
類
の
「
黍
稜
」
や
肉
類
の
「
牛
羊
」
、
そ
れ
に
「
酒
食
」
の
語
が
見
え
、
調
理
法
と
し
て
は
肉
類
を
「
亨
」
「
矯
」
「
炎
」
な
ど
の
方
法
で
料
理
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。か
わ
は
対
偶
に
注
目
す
れ
ば
、
第
二
章
四
勾
目
「
或
い
は
剥
ぎ
或
い
は
に
つ
ら
亨
」
は
句
中
対
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
五
勾
目
「
或
い
は
臨
時
ね
と
と
の
或
い
は
将
う
」
と
対
偶
の
関
係
に
あ
る
と
(
言
え
よ
う
。
第
三
章
第
三
ゃ
あ
射
句
「
或
い
は
燐
き
あ
る
い
は
炎
」
る
は
句
中
対
で
あ
る
。
ま
た
第
つ
〈
は
な
は
宮
た
か
っ
き
=
一
章
ー
ニ
句
目
「
組
を
矯
る
こ
と
孔
だ
碩
し
」
と
、
同
五
句
目
「
豆
を
つ
〈
お
お
魚
る
こ
と
孔
だ
庶
し
」
は
、
聞
に
二
句
を
挟
ん
で
離
れ
て
い
る
が
、
「
潟
O
孔
O
」
と
全
く
同
じ
句
形
で
あ
り
、
句
形
を
整
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
見
て
取
れ
る
。
飲
食
物
で
は
、
大
き
く
分
け
て
穀
物
、
肉
、
酒
の
=
一
種
類
が
登
場
し
、
穀
物
、
肉
、
酒
の
順
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
祭
杷
中
の
神
霊
の
行
為
や
、
一
族
の
宴
の
参
加
者
の
行
為
と
し
て
、
酒
食
を
飲
み
食
い
す
る
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
『
詩
経
』
に
お
い
て
は
、
「
楚
茨
」
以
外
に
も
幽
風
「
七
月
」
小
雅
「
六
月
」
な
ど
に
飲
食
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
飲
食
も
、
「
楚
茨
」
と
同
じ
く
農
事
や
祭
紀
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
楚
茨
」
以
外
の
「
七
月
」
「
六
月
」
の
飲
食
描
写
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。
第
二
章
、
「
招
魂
」
の
飲
食
描
写
「
招
魂
」
中
の
飲
食
描
写
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
引
用
に
は
、
聯
番
号
を
付
し
た
。
と
う
と
1
室
家
遂
宗
、
室
家
遂
に
宗
び
、
食
多
方
些
。
食
は
方
多
し
。
「
室
家
」
は
、
後
漢
の
王
逸
が
「
九
族
室
家
」
と
解
し
、
南
宋
の
朱
《
M》
官
官
も
「
宗
族
」
と
す
る
こ
と
か
ら
、
招
か
れ
る
魂
の
一
族
の
人
々
で
鵬
あ
る
o
飲
食
描
写
の
冒
頭
に
お
い
て
、
一
族
の
人
々
が
登
場
し
、
ま
写
た
「
食
」
が
様
々
に
用
意
さ
れ
る
と
歌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
淵
二
聯
目
か
ら
は
具
体
的
な
食
事
を
述
べ
る
。
制
2
稲
菜
穂
官
官
、
臨
・
剰
に
掛
を
艇
ぴ
、
6
ま
リ
撃
黄
梁
些
。
黄
梁
を
翠
ず
。
羽
引
い
お
き
U
E
伏
上
旬
は
「
稲
」
と
「
条
」
に
「
褒
」
を
選
ん
で
混
ぜ
る
こ
と
、
下
句
上
は
、
上
匂
の
ご
飯
に
「
黄
梁
」
を
混
ぜ
る
意
と
な
る
。
王
逸
注
に
従
拓
え
ば
、
「
稲
」
・
「
楽
」
・
「
萎
」
・
「
黄
梁
」
の
少
な
く
と
も
四
種
類
の
「
l
A
m
)
制
穀
物
名
が
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
段
こ
こ
で
先
行
作
品
に
穀
物
名
を
列
挙
す
る
例
を
探
し
て
み
る
と
、
豆
町
経
』
幽
風
「
七
月
」
第
七
章
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
九
月
築
場
園
、
九
月
場
を
固
に
築
き
、
5 
十
月
納
禾
稼
。
十
月
禾
稼
を
納
む
。
う
る
さ
ぴ
も
ち
さ
ぴ
お
〈
て
わ
せ
【
凶
】
黍
稜
重
穆
、
黍
・
稜
・
重
・
穆
、
い
ね
あ
さ
ま
め
h
U
ぎ
禾
麻
寂
奏
。
禾
・
麻
・
萩
要
。
あ
あ
唾
我
農
夫
、
産
我
が
農
夫
よ
、
あ
つ
ま
我
稼
既
向
。
我
が
稼
既
に
同
る
。
ま
た
同
じ
く
小
雅
「
甫
田
」
第
四
章
に
も
、
う
る
き
ぴ
も
ち
き
ぴ
い
ね
あ
わ
黍
稜
稲
梁
、
黍
・
稜
・
稲
・
梁
、
農
夫
之
慶
。
良
夫
の
慶
び
。
ゐ
あ
と
あ
る
。
「
七
月
」
に
は
「
十
月
禾
稼
を
納
む
」
・
「
嵯
我
が
農
夫
よ
、
色
の
つ
ま
我
が
稼
既
に
同
る
」
と
あ
り
、
「
甫
回
」
に
は
「
農
夫
の
慶
び
」
と
言
い
、
穀
物
は
由
民
事
豊
作
と
関
わ
っ
て
い
る
。
「
七
月
」
に
は
う
る
s
t
s
お
〈
て
わ
せ
い
ね
2
2
2
「
黍
・
稜
目
霊
穆
、
禾
・
麻
・
萩
・
古
賀
」
と
あ
り
、
「
甫
田
」
に
;
5
2
5
い
ね
あ
わ
は
「
黍
・
稜
・
稲
・
梁
」
と
歌
い
、
一
句
四
字
中
に
四
種
類
の
穀
物
名
が
列
挙
さ
れ
、
「
七
月
」
で
は
列
挙
が
二
句
に
連
な
る
。
い
ね
き
U
h
u
H
~
え
ら
「
招
魂
」
の
上
句
「
稲
・
楽
に
婆
を
穏
び
」
は
、
一
句
に
四
種
類
の
穀
物
名
を
列
挙
す
る
「
詩
経
』
の
例
に
似
て
い
る
が
、
王
逸
は
三
え
ら
字
目
の
「
穏
」
を
「
探
」
ぶ
と
い
う
動
詞
に
解
し
て
い
る
。
し
か
し
『
大
康
益
曾
玉
篇
』
(
四
部
叢
刊
本
、
巻
十
五
禾
部
百
九
十
四
)
を
さ
〈
参
照
す
る
な
ら
ば
、
「
稿
、
・
早
く
熱
す
る
も
の
な
り
。
(
稿
、
。
早
熟
也
。
)
」
と
あ
る
。
「
稿
」
は
、
早
生
品
種
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
青
木
正
児
『
楚
辞
』
(
春
秋
社
、
一
九
五
七
年
)
も
「
穣
」
を
「
奏
の
早
熟
す
る
も
の
」
と
す
る
。
ま
た
黒
須
重
彦
『
楚
辞
』
(
学
習
研
6
究
社
、
一
九
八
三
年
)
は
、
稲
楽
・
稲
・
官
官
・
黄
梁
を
四
方
描
写
中
の
「
五
穀
生
ぜ
ず
」
の
「
五
穀
」
を
い
う
も
の
と
推
測
す
る
。
「
稲
」
わ
せ
を
早
生
品
種
と
す
る
説
を
採
用
す
れ
ば
、
「
稲
・
菜
・
積
・
奏
」
と
、
上
句
の
み
で
四
種
の
穀
物
名
を
連
ね
る
こ
と
と
な
り
、
下
勾
の
「
黄
梁
」
も
合
わ
せ
る
と
、
五
種
類
の
穀
物
名
を
挙
げ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
仮
に
王
逸
の
解
釈
に
従
っ
た
場
合
で
も
、
「
招
魂
」
の
表
現
は
穀
物
名
を
多
用
す
る
と
い
う
点
で
、
『
詩
経
』
の
表
現
に
類
似
し
て
い
る
。
『
詩
経
』
「
七
月
」
や
「
甫
田
」
の
文
脈
で
は
、
穀
物
名
の
多
用
は
豊
作
の
表
現
で
あ
り
、
「
招
魂
」
の
穀
物
名
多
用
も
そ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
詩
経
』
で
は
穀
物
が
明
確
に
農
事
と
の
関
わ
り
の
中
で
述
べ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
招
魂
」
が
農
事
を
明
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
下
句
で
は
、
上
旬
の
ご
飯
に
賞
梁
を
「
翠
」
ぜ
る
と
詠
じ
、
複
数
の
穀
物
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
-
調
理
す
る
と
述
べ
る
。
3
大
苦
蹴
酸
、
大
昔
と
蹴
・
酸
、
辛
甘
行
些
。
辛
・
甘
行
わ
る
。
第
三
聯
で
は
調
味
料
や
味
を
述
べ
る
。
上
の
句
で
は
「
大
昔
(
味
噌
)
」
・
「
蹴
(
塩
)
」
・
「
酸
(
酢
)
」
の
三
種
の
調
味
料
が
列
挙
さ
れ
、
下
の
句
で
は
「
辛
(
山
根
や
生
美
)
」
・
「
目
(
飴
や
蜜
こ
の
二
種
類
の
味
が
行
わ
れ
る
と
叙
述
さ
れ
る
。
す
じ
に
〈
4
肥
牛
之
腿
、
肥
え
た
る
牛
の
艇
は
、
腐
若
芳
些
。
蹄
若
し
て
芳
し
。
第
四
聯
で
は
肉
類
が
登
場
す
る
。
太
っ
た
「
牛
」
の
「
腿
(
ス
ジ
肉
)
」
を
、
「
臨
若
(
煮
て
柔
ら
か
く
と
す
る
と
、
そ
の
香
り
は
芳
し
い
と
歌
っ
て
い
る
。
「
膝
若
」
と
い
う
調
理
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
『
詩
経
』
「
楚
茨
」
に
「
牛
・
羊
」
を
「
享
」
る
と
あ
る
の
に
類
比
で
き
よ
う
。
5
和
酸
若
苦
、
酸
を
和
え
て
苦
き
が
若
く
、
陳
呉
襲
些
。
呉
の
奨
を
陳
ぬ
。
上
句
は
、
「
酸
」
味
を
調
和
さ
せ
、
苦
い
よ
う
で
あ
る
、
と
す
る
。
主
逸
は
「
甘
酸
を
和
調
し
、
其
の
味
苦
き
が
若
く
、
復
た
甘
き
な
り
。
」
と
解
釈
す
る
。
「
苦
き
が
若
く
」
は
、
王
逸
に
従
え
ば
「
苦
く
感
じ
る
が
甘
み
も
あ
る
」
と
い
う
複
雑
な
味
に
な
る
。
下
勾
は
「
呉
」
人
《
凶
》
が
作
っ
た
「
襲
」
を
並
べ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
ヨ
ほ
ん
に
二
ひ
つ
じ
あ
ぷ
6
胴
悩
焔
菜
、
簡
を
腕
て
並
…
を
焔
り
、
i
l
u
 
有
柘
竣
些
。
柘
の
紫
有
り
。
す
っ
ぽ
ん
に
ニ
ひ
つ
じ
あ
ぷ
《
初
V
上
句
は
「
抽
出
」
を
「
腕
」
て
、
「
主
…
」
を
「
泡
」
る
と
解
釈
で
き
る
。
調
理
法
を
表
す
動
詞
と
、
食
材
名
を
示
す
名
詞
と
を
組
み
合
わ
せ
て
二
字
と
し
、
そ
の
ニ
字
を
上
下
に
述
ね
て
句
中
対
を
形
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
匂
中
対
の
例
は
「
詩
経
』
小
雅
「
六
月
」
第
六
章
に
見
え
る
。
飲
御
諸
友
、
諸
の
友
に
飲
御
し
、
す
つ
ま
九
ら
お
無
撚
脂
鯉
。
%
を
骨
…
り
鯉
を
胞
に
す
。
右
の
二
勾
目
の
構
造
が
、
「
招
魂
」
の
寸
臨
が
恥
て
-
軒
M
Z
臨
り
(
肺
飽
泡
弟
)
」
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
と
7
ヲ
B
U
下
旬
の
「
柘
の
紫
有
り
」
は
、
玉
逸
に
よ
れ
ば
、
飲
み
物
と
し
さ
と
う
さ
び
て
「
柘
の
竣
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
青
木
正
児
は
、
「
柘
策
」
を
飲
料
で
は
な
く
、
上
旬
の
「
飽
」
や
「
孟
…
」
に
掛
け
る
汁
と
推
定
し
て
い
る
。
「
王
註
に
は
之
を
飲
物
に
す
る
の
だ
と
有
る
が
、
私
見
で
は
、
右
の
料
理
に
此
の
汁
を
か
け
て
食
ふ
の
で
あ
ら
う
と
想
像
す
る
。
何
と
な
れ
ば
飲
物
の
事
は
次
の
章
に
一
括
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
是
は
飲
料
で
は
あ
る
ま
い
。
」
(
前
掲
書
、
二
九
四
頁
)
。
背
木
氏
の
説
に
従
え
ば
、
上
下
の
句
の
緊
密
性
が
増
し
、
料
理
は
食
材
と
調
理
法
だ
け
で
な
く
付
け
合
せ
の
ソ
l
ス
と
共
に
提
示
さ
れ
る
璃
こ
と
に
な
る
。
日
〈
ぐ
い
す
か
も
あ
っ
品
子
7
鵠
酸
腕
身
、
鵠
は
酸
く
売
を
腕
に
し
、
戸
か
り
ま
な
づ
る
淵
煎
鴻
鵠
些
。
鴻
と
抽
出
と
を
煎
る
。
欣
第
七
聯
に
も
肉
料
理
が
続
く
。
上
の
句
は
、
「
世
は
「
酸
」
味
の
6
か
も
り
あ
る
奨
に
調
理
さ
れ
、
「
売
」
を
「
腕
(
汁
の
少
な
い
奨
)
」
に
す
る
閣
と
述
べ
話
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
前
聯
の
上
旬
寸
船
炉
恥
て
-
期
日
r臨
」
り
」
と
似
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
後
半
二
字
が
調
理
法
を
表
す
動
詞
掛
と
、
食
材
名
を
示
す
名
詞
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
半
間
二
字
は
食
材
名
を
示
す
名
調
と
、
味
を
表
す
形
容
詞
切
組
み
合
わ
せ
か
り
ま
E
;
踏
で
あ
り
、
句
中
対
で
は
な
い
。
下
句
は
、
「
鴻
」
と
「
俄
」
を
「
煎
(
煎
か
も
あ
つ
も
の
り
焼
き
)
」
に
す
る
と
述
べ
、
こ
れ
は
上
句
後
半
「
売
を
腕
に
し
」
?
と
同
様
に
、
調
理
法
を
表
す
動
詞
と
食
材
名
を
示
す
名
詞
と
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
で
あ
る
。
お
お
が
め
あ
つ
も
の
日
露
難
服
側
、
露
難
に
蝋
を
腿
に
し
、
は
げ
や
ぷ
Rm〕
腐
而
不
爽
些
。
腐
し
く
し
て
爽
れ
ず
。
上
句
前
半
「
露
難
」
の
「
露
」
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
解
釈
も
示
さ
れ
て
い
る
。
郭
沫
若
『
《
屈
原
賦
》
今
訳
』
は
「
油
鶏
(
塩
水
Anν 
で
煮
た
鶏
)
」
と
現
代
語
訳
し
、
陸
侃
如
ら
選
注
『
楚
辞
選
』
は
、
「
露
」
は
「
焔
」
の
仮
借
字
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
「
熔
鶏
」
は
現
在
の
「
湾
鶏
(
炎
り
焼
き
に
し
た
鶏
)
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
仮
ゐ
ぷ
に
陸
侃
如
ら
の
炎
り
燐
き
説
に
従
え
ば
、
上
句
前
半
は
「
難
を
露
り
」
あ
ぷ
お
お
が
め
と
な
る
。
上
句
全
体
は
「
雛
」
を
「
露
」
り
、
「
蜘
」
を
「
腿
(
野
菜
の
入
っ
て
い
な
い
襲
)
」
に
す
る
意
と
な
り
、
第
六
聯
同
様
に
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
の
勾
中
対
と
な
る
。
ま
た
下
句
は
、
上
旬
の
料
理
は
強
い
味
で
あ
る
が
、
悪
く
な
っ
て
は
い
な
い
と
語
り
、
上
旬
を
説
明
し
て
い
る
。
第
六
聯
で
青
木
氏
の
解
釈
に
従
っ
た
場
合
に
類
似
し
て
、
下
匂
は
上
匂
の
内
容
に
付
随
し
て
説
明
を
付
け
加
え
た
形
と
な
る
。
9
桓
紋
蜜
餌
、
粧
牧
と
蜜
餌
と
、
ち
ょ
う
こ
う
有
候
健
些
。
候
健
有
り
。
第
九
時
柳
で
は
、
甘
味
を
述
べ
る
。
「
短
紋
(
お
こ
し
)
」
「
蜜
餌
(
蜜
で
味
付
け
し
た
繰
り
餅
)
」
「
飯
館
(
あ
め
)
」
の
三
種
類
の
菓
子
が
《
路
》
あ
る
と
歌
わ
れ
る
。
以
降
の
段
に
は
飲
料
が
笠
場
す
る
。
た
ま
;
ぉ
叩
璃
竣
蜜
勺
、
務
の
殺
に
蜜
も
て
勺
し
、
賞
羽
錫
些
。
羽
筋
を
賞
た
す
。
玉
の
よ
う
な
飲
み
物
に
蜜
を
加
え
て
う
る
お
し
、
「
羽
筋
」
に
注
い
で
満
た
明
。
「
羽
賜
」
と
は
、
唐
代
の
五
臣
に
よ
れ
ば
羽
根
を
挿
し
た
杯
、
朱
某
に
よ
れ
ば
烏
の
形
を
し
た
杯
で
あ
話
。
か
す
と
日
挫
糟
凍
飲
、
糊
を
控
り
て
凍
飲
す
れ
ば
、
酎
清
涼
些
。
酎
は
清
涼
た
り
。
第
十
一
聯
で
は
酒
が
登
場
す
る
。
上
句
は
、
酒
糟
を
取
り
除
き
、
「
凍
飲
(
冷
や
し
て
飲
む
こ
と
歌
い
、
下
句
は
、
「
酎
(
濃
い
酒
)
」
は
清
ん
で
い
て
「
涼
(
冷
た
い
こ
と
歌
刊
。
下
句
の
「
涼
」
は
、
上
句
に
「
凍
飲
」
を
受
け
た
表
現
と
考
え
ら
れ
、
上
勾
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
下
句
の
「
酎
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
句
一
聯
で
「
酎
」
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ロ
華
酌
既
陳
、
華
酌
既
に
陳
な
り
、
た
ま
有
現
時
説
些
。
攻
の
柴
有
り
。
上
勾
で
は
花
を
中
に
入
れ
た
酒
樽
が
並
べ
ら
れ
、
下
句
で
は
宝
の
よ
《
mv
う
な
欽
み
物
が
あ
る
と
歌
う
。
認
蹄
来
反
故
室
、
蹄
り
来
た
り
て
故
の
室
に
反
れ
、
敬
而
無
妨
些
。
敬
い
て
妨
ぐ
る
無
し
。
《
Mm》
第
十
三
聯
で
、
飲
食
描
写
は
一
日
一
締
め
括
ら
れ
る
。
以
上
の
飲
食
描
写
を
ま
と
め
、
第
一
章
で
検
討
し
た
茨
」
の
飲
食
描
写
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
8 
『
詩
経
』
「
楚
第
一
に
、
「
招
魂
」
に
は
飲
食
物
が
多
数
登
場
す
る
。
穀
物
は
少
な
く
と
も
「
稲
」
・
「
楽
」
「
萎
」
・
「
黄
梁
」
の
四
例
、
調
味
料
や
味
は
「
大
苦
」
・
「
酸
」
「
酸
」
「
辛
」
・
「
目
」
・
「
苦
」
・
「
蜜
」
の
七
例
、
魚
介
を
含
む
肉
類
で
は
「
牛
の
腿
」
・
「
簡
」
・
「
盆
山
」
・
「
鵠
」
・
「
売
」
「
鴻
」
・
「
錦
」
目
「
難
」
・
「
蝋
」
の
九
例
、
甘
味
は
「
桓
紋
」
・
「
蜜
餌
」
・
「
飯
館
」
の
=
一
例
、
飲
み
物
は
「
瑠
の
竣
」
・
「
酎
」
・
「
華
酌
」
に
入
っ
た
酒
・
「
喰
の
筑
」
の
四
例
が
見
え
る
。
ま
た
調
理
法
は
、
肉
類
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
「
膝
若
」
・
「
和
」
・
「
巽
」
・
「
胴
」
・
「
抱
」
・
「
臓
」
「
煎
」
「
腿
」
の
八
例
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
一
章
に
見
た
『
詩
経
』
「
楚
茨
」
に
は
、
食
材
の
「
黍
」
・
「
稜
」
や
「
牛
」
・
「
羊
」
そ
れ
に
「
酒
」
、
肉
類
の
調
理
法
「
亨
」
・
「
矯
」
・
「
炎
」
が
登
場
し
て
い
た
。
「
招
魂
」
の
飲
食
物
や
調
理
法
は
、
「
楚
茨
」
の
飲
食
物
や
調
理
法
に
重
な
り
つ
つ
も
、
数
量
や
種
類
の
豊
富
さ
で
は
「
楚
茨
」
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
文
の
構
造
を
見
る
と
、
大
き
な
速
い
が
あ
る
。
「
楚
茨
」
か
わ
は
に
ゃ
あ
ぷ
の
調
理
法
は
、
「
或
は
剥
ぎ
或
は
亨
」
る
、
「
或
は
熔
き
或
は
炎
り
」
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
牛
・
羊
」
な
ど
の
肉
類
を
目
的
語
と
し
て
取
る
こ
と
は
な
い
。
対
し
て
「
招
魂
」
の
調
理
法
は
、
す
っ
ぽ
ん
に
ニ
ひ
つ
じ
あ
ぷ
食
材
名
(
動
物
名
)
と
密
接
に
関
わ
り
、
6
「
簡
を
胴
て
弟
を
泡
り
」
、
t
る
つ
も
の
t
2
2
2
2
あ
つ
も
の
7
「
宛
を
臓
に
し
、
鴻
と
鋳
と
を
煎
る
」
、
8
「
搬
を
腕
に
し
」
の
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
こ
の
構
造
を
取
っ
て
い
る
。
一
つ
の
料
理
に
対
す
る
字
数
は
郡
山
計
恥
る
」
の
よ
う
に
最
小
で
ご
字
で
あ
り
、
説
明
は
簡
略
な
の
だ
が
、
「
招
魂
」
は
、
食
材
ご
と
に
異
な
る
調
理
法
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
食
膳
の
多
様
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
飲
食
物
等
の
列
挙
に
注
目
す
れ
ば
、
「
楚
茨
」
に
は
右
に
述
べ
た
ゃ
あ
ぷ
通
り
、
「
或
は
矯
き
或
は
炎
り
」
な
ど
と
調
理
法
を
列
挙
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
食
材
名
も
「
黍
・
稜
」
、
「
牛
・
羊
」
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
列
挙
さ
れ
る
の
は
、
二
種
類
程
度
の
調
理
法
や
食
材
で
あ
る
。
し
か
し
「
招
魂
」
に
は
、
上
下
句
を
用
い
て
飲
食
物
を
士
一
種
類
か
ら
五
種
類
と
、
よ
り
多
く
の
種
類
を
列
挙
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
2
「稲田
5
え
ら
ま
楽
に
官
官
を
橋
び
、
黄
梁
を
撃
ず
」
、
3
「
大
昔
と
蹴
・
酸
、
辛
・
甘
-
札
〈
ぐ
い
す
か
も
め
つ
も
の
か
り
ま
な
づ
る
市
町
行
わ
る
」
、
7
「
鵠
は
酸
く
易
を
腕
に
し
、
鴻
と
鋳
と
を
前
日
る
」
、
c
t
じ
よ
ち
よ
う
ニ
う
写
9
「
粧
牧
と
蜜
餌
と
、
銀
健
有
り
」
の
四
例
が
あ
る
。
第
二
聯
は
鮒
穀
類
、
第
三
聯
は
調
味
料
や
味
、
第
七
聯
は
鳥
類
の
肉
料
理
、
第
九
州
聯
は
甘
味
と
、
各
々
の
聯
は
同
類
の
食
物
を
揃
え
て
い
る
。
「
招
魂
」
引
の
一
聯
で
は
、
下
勾
末
尾
の
「
些
こ
を
除
き
、
七
字
で
構
成
さ
れ
る
。
問
そ
の
た
め
、
一
聯
に
三
種
類
か
ら
五
種
類
の
飲
食
物
を
列
挙
す
る
に
J
は
、
一
種
類
の
飲
食
物
の
字
数
は
、
「
稲
」
や
「
楽
」
の
よ
う
に
一
揖
字
か
、
「
黄
梁
」
や
「
売
を
腕
に
し
」
の
よ
う
に
最
大
で
も
二
字
に
制
抑
え
ら
れ
る
。
「
招
魂
」
は
、
同
類
の
食
物
を
多
く
列
挙
す
る
こ
と
階
に
よ
っ
て
、
飲
食
物
の
豊
富
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
っ
ぽ
ん
に
ニ
ひ
つ
じ
あ
ぷ
第
三
に
、
対
偶
に
注
目
す
れ
ば
、
「
簡
を
肺
て
義
を
畑
り
」
の
よ
9
う
に
上
匂
で
匂
中
対
を
な
す
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
下
句
末
尾
に
「
出
ご
字
を
置
く
と
い
う
形
式
が
足
柳
と
な
っ
て
、
対
句
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
隔
句
対
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
句
中
対
は
、
上
述
の
通
り
、
『
詩
経
』
「
六
月
」
の
早
川
ν儲
り
鯉
を
胞
に
す
」
が
先
例
で
あ
り
、
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
調
(
食
材
名
)
」
を
重
ね
た
形
式
で
あ
っ
た
。
「
招
魂
」
の
句
中
対
は
、
第
六
聯
・
第
八
聯
と
も
に
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
の
重
ね
型
で
あ
り
、
『
詩
経
』
「
六
月
」
の
形
式
と
同
じ
で
あ
る
。
第
四
に
、
「
招
魂
」
の
飲
食
物
は
、
穀
物
(
第
二
聯
)
・
調
味
料
や
味
(
第
三
聯
)
目
肉
類
(
第
四
聯
、
第
六
聯
j
第
八
聯
)
・
糞
(
第
五
聯
な
ど
)
甘
味
(
第
九
聯
)
・
酒
を
含
む
飲
料
(
第
十
聯
1
第
十
二
聯
)
と
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
穀
物
・
肉
・
酒
の
三
種
に
絞
っ
て
叙
述
の
順
番
を
見
れ
ば
、
「
楚
茨
」
に
同
じ
く
穀
物
、
肉
、
酒
の
順
で
登
場
し
て
い
る
。
穀
物
・
肉
酒
お
よ
び
そ
れ
ら
の
登
場
順
を
叙
述
の
骨
組
み
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
他
の
調
味
・
奨
・
甘
味
等
が
穀
物
・
肉
・
酒
の
聞
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
招
魂
」
と
「
楚
茨
」
の
背
後
に
は
、
叙
述
の
順
序
を
規
定
す
る
何
ら
か
の
観
念
が
共
通
し
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
主
下
で
つ
。
と
う
と
第
五
に
、
「
招
魂
」
の
飲
食
描
写
の
冒
頭
に
は
「
室
家
遂
に
宗
び
、
食
は
方
多
し
」
と
あ
る
。
「
室
家
」
す
な
わ
ち
-
族
の
者
た
ち
が
集
ま
り
、
そ
の
前
に
豊
か
な
「
食
」
が
列
ね
ら
れ
て
い
る
さ
ま
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
詩
経
』
「
楚
茨
」
の
第
五
章
に
「
諸
父
兄
10 
弟
、
備
に
言
に
燕
私
す
」
、
第
六
章
に
「
既
に
酔
い
既
に
飽
き
、
小
大
稽
首
す
」
と
あ
っ
て
、
同
姓
の
一
族
が
宴
を
行
う
こ
と
に
類
似
し
て
い
る
。
第
三
章
、
「
大
招
」
の
飲
食
描
写
続
い
て
「
大
招
」
の
飲
食
描
写
を
分
析
す
る
。
「
大
招
」
の
飲
食
描
写
は
、
換
韻
に
よ
っ
て
四
つ
の
段
落
に
分
か
れ
る
。
第
一
段
の
第
一
聯
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
引
用
に
は
、
段
落
番
号
お
よ
び
聯
番
号
を
付
す
。
1
1
1
五
穀
六
初
、
五
穀
は
六
仰
に
し
て
、
ま
こ
も
の
み
ほ
ど
ニ
設
菰
梁
只
。
菰
梁
を
設
す
。
主
逸
の
説
を
洪
興
祖
の
説
で
一
部
訂
正
す
る
と
、
五
種
類
の
穀
物
は
ま
こ
も
の
み
《
紅
】
六
仰
の
高
さ
に
積
ま
れ
、
「
菰
梁
」
の
ご
飯
も
あ
る
と
歌
っ
て
い
る
。
い
ね
合
同
U
む
ぎ
え
ら
「
招
魂
」
第
二
聯
で
は
上
句
に
「
稲
・
楽
に
婆
を
橋
び
」
、
あ
る
い
わ
せ
は
「
稲
・
楽
穏
・
葵
」
と
詠
じ
、
二
一
種
類
ま
た
は
四
種
類
の
穀
物
名
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
「
大
招
」
の
上
句
は
《
辺
》
「
五
穀
」
と
し
て
五
種
類
の
穀
物
を
示
す
が
、
穀
物
名
は
登
場
せ
ず
、
「
招
魂
」
よ
り
も
具
体
性
に
乏
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
下
句
の
、
穀
物
が
六
仰
の
高
さ
に
積
ま
れ
て
い
る
と
い
う
叙
述
は
、
食
物
の
豊
富
さ
を
示
す
と
共
に
、
「
詩
経
』
「
楚
茨
」
の
「
我
が
倉
既
に
盈
ち
、
い
&huら
我
が
庚
維
れ
億
な
り
」
に
相
通
ず
る
豊
作
の
表
現
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
五
穀
」
の
「
五
」
や
「
六
仰
」
の
「
六
」
が
数
字
で
あ
る
。
こ
の
数
字
が
相
互
に
対
応
し
て
、
「
五
穀
は
六
仰
」
と
い
う
句
中
対
を
形
作
っ
て
い
る
。
に
h
q
が
め
1
1
2
鼎
騰
盈
望
、
鼎
に
臆
て
望
に
盈
ち
、
和
致
芳
只
。
和
し
致
し
て
芳
し
。
に
「
鼎
」
で
「
脆
」
て
、
そ
れ
ら
が
並
べ
ら
れ
て
視
野
一
杯
に
満
ち
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
煮
物
は
調
味
料
・
香
辛
料
を
「
和
(
調
和
と
さ
れ
て
、
香
ば
し
い
匂
い
が
す
る
意
と
な
話
。
上
匂
に
「
臆
」
る
、
下
句
に
「
和
」
す
と
い
う
調
理
法
が
示
さ
れ
る
が
、
「
蹄
」
ら
れ
る
食
材
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
必
づ
る
ニ
ぱ
と
〈
〈
い
い
1
3
内
儀
鵠
鵠
、
儲
鵠
・
鵠
を
内
れ
、
味
叫
制
奨
只
。
味
は
針
の
襲
。
まづる
ζ
ぱ
と
i
ぃ
王
逸
注
に
よ
れ
ば
、
「
餓
」
・
「
鵠
」
・
「
鵠
」
を
奨
に
入
れ
、
味
は
こ
の
襲
に
針
の
肉
を
加
え
た
も
の
が
最
も
美
味
し
い
、
と
解
釈
さ
A
M》
れ
る
。第
四
聯
は
、
1
4
「
魂
よ
蹄
り
徳
た
れ
、
嘗
む
る
所
を
恋
に
せ
よ
。
(
魂
乎
蹄
線
、
怒
所
嘗
只
。
)
」
と
、
一
段
を
締
め
括
る
。
続
く
第
二
段
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
あ
た
ら
お
犯
が
め
う
ま
2
1
1
鮮
搬
甘
難
、
鮮
し
き
蝦
甘
き
難
、
和
楚
酪
只
。
楚
の
酪
を
和
、
っ
。
お
お
が
め
う
ま
「
鮮
(
新
鮮
)
」
な
「
搬
」
と
「
甘
」
い
「
難
」
の
調
理
に
は
、
「
楚
国
」
の
「
酪
(
酸
味
の
あ
る
汁
)
」
を
和
え
る
意
と
な
話
。
上
勾
に
見
え
る
二
種
類
の
食
材
に
対
し
、
下
句
で
は
付
け
合
せ
の
調
味
料
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
料
理
は
よ
り
複
雑
な
も
の
と
し
て
描
写
あ
た
ら
お
お
が
め
白
う
ま
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
句
「
鮮
し
き
蝋
甘
き
難
」
は
、
形
容
詞
と
食
材
名
を
表
す
名
調
を
組
み
合
わ
せ
た
二
字
を
連
ね
て
お
り
、
匂
中
対
を
構
成
し
て
い
る
。
し
お
か
ら
に
が
み
2
2
腫
豚
苦
狗
、
臨
の
豚
苦
の
狗
、
や
仰
が
み
よ
う
が
れ
低
ま
す
陥
岨
宜
尊
只
。
宣
車
を
胞
に
す
。
し
お
か
ら
「
豚
」
肉
に
は
「
髄
」
を
添
え
、
「
狗
」
肉
に
は
「
苦
(
胆
務
を
混
ぜ
や
お
み
ょ
う
が
会
ま
す
て
普
く
し
た
醤
)
」
を
添
え
、
付
け
合
せ
と
し
て
「
宜
尊
」
を
「
脂
」
Am〕
に
す
る
の
で
あ
る
。
鵬
直
前
の
第
一
聯
で
は
、
食
材
と
共
に
付
け
合
せ
の
調
味
料
を
述
べ
写
て
い
た
が
、
こ
の
第
二
聯
で
は
、
食
材
と
調
味
料
に
加
え
て
付
け
合
淵
せ
の
香
味
野
菜
に
ま
で
言
及
し
、
よ
り
複
雑
で
詳
細
な
描
写
を
行
っ
州
て
い
る
。
ま
た
、
上
句
融
か
豚
討
の
狗
」
は
、
調
味
料
を
表
す
別
名
詞
と
、
食
材
を
表
す
名
詞
と
の
組
み
合
わ
せ
を
重
ね
た
匂
中
対
を
干次
構
成
す
る
。
ー
し
2
2
2
tぎ
上
2
3
呉
酸
菌
華
、
呉
の
酸
は
商
襲
、
糊
不
泊
薄
只
o
泊
薄
な
ら
ず
。
「制
「
呉
」
の
「
酸
」
味
の
あ
る
料
理
に
「
茜
袈
」
を
用
い
、
そ
の
料
隠
理
の
味
は
汁
が
多
過
ぎ
た
り
味
が
薄
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
と
《幻》
歌、っ。
l
第
四
聯
は
、
2
1
4
「
魂
よ
蹄
り
保
た
れ
、
揮
ぶ
所
を
怒
に
せ
よ
。
(
魂
今
時
保
、
決
起
所
探
只
。
)
」
と
第
二
段
を
結
ぶ
。
さ
ら
に
第
三
段
を
見
て
み
よ
う
。
ま
伝
づ
る
か
も
3
I
1
炎
鵡
丞
…
且
畑
、
鵡
を
炎
り
也
却
を
蒸
し
、
う
づ
ら
や
つ
ら
鈷
鶏
倣
只
。
曲
捕
を
鮎
き
て
搬
ぬ
。
ま
タ
づ
る
か
も
《
羽
》
上
匂
は
「
鵡
」
を
「
失
」
り
「
売
」
を
「
蒸
」
し
、
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
を
重
ね
た
匂
中
対
で
あ
る
。
下
匂
前
半
も
う
づ
ら
。
「
鶏
」
を
「
鮎
」
く
と
い
う
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
の
構
造
で
あ
る
。
ふ
な
あ
2
3
1
2
煎
鱗
腿
雀
、
績
を
前
一
り
雀
を
胞
に
し
、
一
う
一
信
が
た
が
す
す
遮
爽
存
只
。
遠
し
爽
い
て
存
め
し
む
。
ふ
れ
伍
あ
っ
也
の
上
匂
は
「
績
」
を
「
煎
」
り
「
雀
」
を
「
臆
」
に
す
る
と
詠
む
。
前
Eづ
る
か
も
聯
の
「
鵡
を
炎
り
売
を
蒸
し
」
同
様
、
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
こ
を
重
ね
た
勾
中
対
で
あ
る
。
下
勾
は
、
料
理
人
に
命
じ
《羽》
て
、
様
々
な
味
の
料
理
を
区
別
し
て
、
持
っ
て
こ
さ
せ
る
と
い
う
。
上
勾
の
料
理
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
直
接
に
料
理
の
味
な
ど
を
説
明
す
る
句
で
は
な
い
。
第
三
聯
は
、
3
3
「
魂
よ
締
り
僚
た
れ
、
麗
し
き
も
の
以
て
先
む
。
(
魂
乎
蹄
徳
、
麗
以
先
只
。
)
」
と
結
ぶ
。
最
後
に
、
飲
み
物
を
述
べ
る
第
四
段
を
検
討
す
る
。
じ
ゅ
〈
4
1
四
酎
弁
執
、
四
酎
井
ぴ
に
執
し
、
不
銀
唾
只
。
相
臨
喧
な
ら
ず
。
上
句
で
は
「
四
」
と
い
う
数
に
よ
っ
て
「
酎
」
を
修
飾
し
て
い
る
。
し
か
し
「
四
酎
」
は
、
「
大
招
」
に
お
け
る
飲
食
描
写
の
冒
頭
部
分
に
あ
っ
た
「
五
穀
」
の
よ
う
に
他
の
古
典
文
献
に
し
ば
し
ば
登
場
し
(
注
お
に
挙
げ
た
『
孟
子
」
を
参
照
さ
れ
た
い
て
「
五
」
つ
の
種
類
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
「
五
穀
」
よ
り
更
に
具
象
性
が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。
下
句
は
、
上
匂
の
「
酎
」
が
、
渋
く
て
飽
さ
る
こ
と
は
な
い
、
と
説
明
す
る
。
4
1
2
清
馨
凍
飲
、
清
く
馨
り
凍
飲
し
て
、
不
敵
役
只
。
役
に
歓
ら
し
め
ず
。
上
勾
で
は
酒
に
つ
い
て
、
清
ら
か
で
あ
り
香
り
が
あ
っ
て
、
冷
や
し
て
飲
む
と
歌
う
。
下
勾
に
つ
い
て
、
王
逸
は
、
上
句
の
酒
を
身
分
の
低
い
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
と
解
釈
す
る
。
4
1
3
呉
陸
自
襲
、
呉
の
陛
に
白
葉
、
和
楚
涯
只
。
楚
の
涯
を
和
、
っ
。
「
呉
」
人
の
作
る
「
醒
(
甘
酒
)
」
に
は
「
白
奨
(
米
麹
)
」
を
加
え
、
《
位
》
さ
ら
に
「
楚
」
の
「
極
(
清
酒
)
」
を
混
ぜ
る
と
解
釈
で
き
る
。
第
四
聯
は
、
4
4
「
魂
よ
蹄
り
僚
た
れ
、
遠
協
せ
ざ
れ
。
(
魂
乎
時
保
、
不
法
協
只
。
)
」
と
結
ん
で
い
る
。
右
の
第
四
段
第
四
聯
下
句
の
よ
う
な
、
「
大
招
」
の
飲
食
描
写
に
見
え
る
否
定
詞
「
不
」
を
含
む
勾
を
抜
き
出
す
と
、
あ
る
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。
不
泊
薄
只
。
不
忽
喰
只
。
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泊
薄
な
ら
ず
。
鐙
喰
な
ら
ず
。
(
第
二
段
第
三
聯
下
旬
)
(
第
四
段
第
一
聯
下
句
)
不
敵
役
只
。
役
に
歌
ら
し
め
ず
。
(
第
四
段
第
二
聯
下
句
)
不
遮
傷
只
。
遮
傷
せ
ざ
れ
。
(
第
四
段
第
四
聯
下
旬
)
四
例
全
て
で
「
不
」
を
一
字
自
に
置
き
、
中
二
字
に
は
好
ま
し
か
ら
ざ
る
意
味
の
言
葉
が
入
る
。
例
え
ば
第
二
段
第
三
聯
下
句
の
「
泊
薄
な
ら
ず
」
は
、
上
匂
「
呉
の
酸
」
が
「
泊
薄
(
汁
が
多
く
味
が
薄
い
)
」
で
は
な
い
と
諾
っ
て
お
り
、
「
呉
の
酸
」
が
、
「
汁
が
少
な
く
味
が
濃
い
」
と
い
う
こ
と
を
直
接
に
述
べ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
「
招
魂
」
の
第
八
聯
下
句
に
は
、
は
げ
や
ぷ
腐
而
不
爽
些
。
腐
し
く
し
て
爽
れ
ず
。
と
あ
り
、
「
不
」
を
三
字
目
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
一
字
日
の
「
腐
し
」
は
肯
定
形
で
、
直
接
に
上
句
の
「
露
難
」
や
「
蝋
」
の
「
臆
」
を
説
明
し
て
い
る
。
「
大
招
」
の
よ
う
に
否
定
形
で
間
接
的
に
説
明
す
る
と
、
「
招
魂
」
の
第
八
聯
よ
り
も
、
直
接
性
具
体
性
が
乏
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
句
形
は
、
二
一
例
が
第
四
段
に
集
中
し
て
お
り
、
第
四
段
の
全
四
聯
八
句
の
内
、
二
一
句
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
匂
形
の
多
用
と
集
中
は
、
単
調
さ
を
生
じ
か
ね
な
い
。
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
「
大
招
」
の
飲
食
描
写
に
つ
い
て
ま
と
め
な
が
ら
、
主
に
「
招
魂
」
の
飲
食
描
写
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
飲
食
物
を
挙
げ
る
と
、
穀
物
で
は
「
五
穀
」
・
「
菰
梁
」
の
ご
例
、
調
味
料
や
味
を
表
す
も
の
は
「
酪
」
「
随
」
・
「
苦
」
・
「
酸
」
の
凹
例
、
魚
介
を
含
む
肉
類
は
「
錦
」
・
「
鈎
」
・
「
鵠
」
・
「
針
」
・
「
蝋
」
・
「
難
」
・
「
豚
」
・
「
狗
」
・
「
鵡
」
「
抱
」
・
「
鶏
」
・
「
鯖
」
・
「
雀
」
の
十
三
例
、
野
菜
類
は
「
萱
尊
」
・
「
寓
」
・
「
葱
」
の
=
一
例
、
酒
を
含
む
飲
料
は
「
四
酎
」
・
「
陛
」
・
「
漉
」
の
三
例
が
見
え
る
。
ま
た
、
調
理
法
は
、
肉
類
以
外
の
も
の
も
含
み
、
「
腕
」
・
「
和
」
・
「
奨
」
・
「
脂
」
・
「
炎
」
・
「
蒸
」
・
「
姑
」
・
「
煎
」
「
隠
」
の
九
例
あ
る
。
こ
れ
ら
と
「
招
魂
」
と
の
比
較
は
、
第
四
章
の
「
七
発
」
を
検
討
す
る
部
分
で
、
ま
と
め
て
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
方
が
、
二
招
の
差
が
出
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
文
の
構
造
は
ど
う
か
。
二
一
種
類
か
ら
五
種
類
の
食
材
や
Eづ
る
か
も
う
づ
ら
料
理
を
列
挙
し
た
聯
は
、
3
1
「
鵡
を
炎
り
売
を
蒸
し
、
鶏
を
5
や
つ
ら
昨
効
き
て
倣
ぬ
」
一
例
マ
あ
る
。
一
一
一
種
類
の
食
物
を
列
挙
し
て
お
り
、
(
i
る
写
一
種
類
の
食
物
は
「
鵡
を
災
り
」
の
よ
う
に
ニ
字
で
表
さ
れ
る
。
「
大
鮒
招
」
の
一
例
は
、
「
招
魂
」
の
四
例
よ
り
も
少
な
い
。
明
「
大
招
」
に
は
、
食
材
や
料
理
を
列
挙
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
主
リ
莱
と
付
け
合
せ
を
組
み
合
わ
せ
て
述
べ
る
形
が
見
ら
れ
る
。
例
え
布
引
あ
た
ら
お
お
が
め
う
ま
次
ば
、
2
1
「
鮮
し
き
蜘
甘
き
難
、
楚
の
酪
を
和
う
」
、
2
2
1
1
し
お
か
ら
に
が
み
や
ぷ
み
よ
う
が
h
偏
重
す
リ
「
臨
の
豚
苦
の
狗
、
茸
専
を
胎
に
す
」
な
ど
で
あ
る
。
二
句
一
聯
抵
の
う
ち
、
上
句
が
肉
料
理
を
、
下
句
が
そ
の
付
け
合
わ
せ
を
提
示
し
「制
て
、
あ
る
一
ま
と
ま
り
の
、
「
招
魂
」
よ
り
は
複
雑
な
料
理
を
叙
述
隠
し
て
い
る
。
こ
の
叙
述
形
式
が
多
い
こ
と
と
、
先
に
述
べ
た
飲
食
物
の
列
挙
が
少
な
い
こ
と
と
は
、
相
関
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
、
つ
。
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ま
た
、
「
不
O
O只
」
と
い
う
句
形
が
計
四
例
あ
り
、
形
式
を
整
え
よ
う
と
す
る
意
識
の
表
れ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
形
式
の
多
用
は
、
単
調
さ
を
生
む
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
、
対
偶
に
関
し
て
、
「
大
招
」
は
句
中
対
を
含
む
が
、
対
句
や
隔
匂
対
は
含
ま
な
い
。
こ
の
点
は
「
招
魂
」
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
句
中
対
は
、
「
招
魂
」
で
は
第
六
聯
に
第
八
聯
を
加
え
て
も
二
例
、
「
大
招
」
に
は
第
二
段
第
一
聯
・
第
二
段
第
二
聯
第
三
段
第
一
聯
・
第
三
段
第
二
聯
と
、
少
な
く
と
も
四
例
確
認
で
き
る
。
「
大
招
」
の
方
が
句
中
対
の
形
式
を
整
え
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
招
魂
」
の
句
中
対
が
、
6
寸
臨
計
恥
て
ニ
期
制
定
雌
り
(
肺
あ
4
お
お
が
め
あ
つ
も
の
飽
焔
莱
)
」
や
8
「
難
を
露
り
蝋
を
艦
に
し
(
露
難
腕
蝋
)
」
な
ど
、
『
詩
経
」
と
同
様
に
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
大
招
」
の
句
中
対
は
、
構
造
の
面
か
ま
&
づ
る
か
も
ら
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
3
1
1
「
鵡
を
炎
り
売
を
蒸
し
(
炎
ふ
な
あ
つ
も
の
鵡
丞
山
売
)
」
と
3
2
「
績
を
煎
り
雀
を
躍
に
し
(
煎
績
臆
雀
)
」
は
、
あ
た
ら
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
で
あ
る
が
、
2
1
「鮮
お
お
が
め
う
ま
し
き
蛾
甘
き
難
(
鮮
蝋
甘
雛
)
」
は
、
「
形
容
詞
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
、
し
お
か
ら
に
が
み
2
1
2
「
醜
の
豚
苦
の
狗
(
酪
豚
苦
狗
こ
は
「
名
詞
(
調
味
料
)
+
名
詞
(
食
材
名
と
で
あ
る
。
「
大
招
」
は
、
句
中
対
を
多
用
し
な
が
ら
、
『
昔
前
経
』
や
「
招
魂
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
形
式
を
試
み
て
い
る
。
第
四
に
、
飲
食
物
は
、
「
大
招
」
の
方
に
「
招
魂
」
よ
り
も
複
雑
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な
組
み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。
穀
物
(
第
一
段
第
一
聯
)
・
奨
(
第
一
段
第
二
聯
)
・
肉
料
理
(
第
一
段
第
三
聯
)
肉
と
調
味
料
(
第
二
段
第
一
聯
)
・
肉
と
調
味
料
と
付
け
合
せ
(
第
二
段
第
二
聯
)
・
野
菜
料
理
(
第
二
段
第
三
聯
)
肉
料
理
(
第
一
一
一
段
第
一
聯
)
・
肉
料
理
(
第
三
段
第
二
聯
)
酒
類
(
第
四
段
第
一
聯
1
第
三
脚
)
の
よ
う
に
な
る
。
叙
述
の
順
序
は
、
ま
ず
穀
物
の
ご
飯
に
始
ま
っ
て
、
次
に
肉
料
理
を
長
々
と
列
挙
し
、
こ
れ
に
は
一
部
に
野
菜
料
理
も
混
じ
っ
て
お
り
、
最
終
段
落
に
酒
類
を
ま
と
め
て
述
べ
る
。
お
お
む
ね
「
招
魂
」
と
同
じ
順
序
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
第
一
章
で
検
討
し
た
『
詩
経
』
「
楚
茨
」
の
順
序
と
も
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
楚
茨
」
に
見
え
る
「
諸
父
兄
弟
」
「
小
大
」
や
「
招
魂
」
に
見
え
る
「
室
家
」
の
よ
う
に
、
一
族
の
人
々
を
示
す
言
葉
は
、
見
受
け
ら
れ
な
い
。
第
四
章
、
「
七
発
」
の
飲
食
描
写
前
章
ま
で
の
考
察
で
、
二
招
の
共
通
性
と
差
異
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
漢
初
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
枚
乗
「
七
発
」
(
『
文
選
』
巻
三
十
四
)
の
中
か
ら
、
二
招
と
比
較
し
う
る
部
分
を
取
り
上
げ
て
、
二
招
の
特
徴
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
い
と
思
う
。
「
七
発
」
の
飲
食
描
写
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ぐ
さ
は
ら
に
〈
-
物
牛
之
服
、
物
か
い
し
牛
の
服
、
た
付
の
こ
が
ま
莱
以
仕
切
滞
。
莱
と
す
る
に
街
・
蒲
を
以
て
す
。
あ
つ
も
の
2
肥
狗
之
和
、
肥
え
た
る
狗
の
和
、
お
お
冒
以
山
膚
。
冒
う
に
山
膚
を
以
て
す
。
ま
ぐ
さ
で
養
っ
た
「
牛
」
の
「
映
(
腹
肉
)
」
に
、
「
街
」
と
「
蒲
」
《“》
の
芯
を
野
菜
と
し
て
付
け
合
せ
、
肥
え
太
っ
た
「
狗
」
の
「
和
(
種
々
の
食
材
を
合
わ
せ
た
糞
)
」
に
は
、
「
山
膚
(
イ
ワ
タ
ケ
)
」
で
夜
、
っ
《必》
の
で
あ
る
。
両
聯
の
上
勾
に
見
え
る
「
O
O之
O
」
形
式
は
、
「
招
魂
」
す
じ
に
く
第
四
聯
上
句
「
肥
え
た
る
牛
の
腿
(
肥
牛
之
腿
)
」
に
似
る
。
藤
原
尚
氏
は
、
こ
れ
が
「
招
魂
」
を
下
敷
き
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
A
M咽
】
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
両
聯
の
下
旬
は
、
上
句
の
主
菜
に
添
え
る
付
け
合
せ
の
野
菜
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
招
魂
」
の
す
っ
ぽ
ん
に
こ
ひ
つ
じ
E
i
一う
5
ぁ
E
「
魁
を
胴
て
業
を
焔
り
、
柘
の
紫
有
り
」
、
「
大
招
」
の
「
鮮
し
き
お
お
が
め
う
ま
ら
〈
し
お
か
ら
に
が
み
刷
、
"
が
み
ょ
う
が
蜘
甘
き
難
、
楚
の
酪
を
和
う
」
や
「
腫
の
豚
苦
の
狗
、
宜
尊
々
ま
す
を
胞
に
す
」
の
下
句
が
、
調
味
料
や
付
け
合
せ
の
野
菜
を
述
べ
る
こ
と
に
類
似
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
聯
の
構
造
は
似
て
い
な
い
。
「
七
発
」
両
聯
の
ま
く
さ
は
ら
に
〈
上
句
は
、
「
糊
か
い
し
牛
の
映
(
糊
牛
之
映
)
」
と
「
肥
え
た
る
狗
の
ゐ
つ
も
の
和
(
肥
狗
之
和
)
」
で
あ
る
。
と
も
に
「
修
飾
語
+
名
詞
(
食
材
と
な
る
動
物
名
)
+
『
之
』
+
名
詞
(
部
位
ま
た
は
調
理
法
)
」
と
い
E
f
f
 
う
構
造
を
採
る
。
同
様
に
、
下
句
「
莱
と
す
る
に
街
・
蒲
を
以
て
す
お
お
(
莱
以
街
蒲
)
」
と
「
冒
う
に
山
腐
を
以
て
す
(
冒
以
山
腐
)
」
も
、
「
動
詞
+
『
以
』
+
名
詞
ご
字
(
野
菜
名
こ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
聯
は
、
奇
数
句
同
士
、
偶
数
句
同
士
が
ほ
ぼ
同
じ
構
造
で
あ
り
、
隔
句
対
を
な
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
隔
句
対
は
、
二
招
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
招
の
一
聯
は
「
0
0
0
0、
0
0
0些
」
か
「
0
0
0
0、
0
0
0只
」
の
形
式
を
持
つ
の
で
、
上
勾
の
中
で
句
中
対
を
作
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
上
句
と
下
旬
と
が
対
句
を
な
す
単
句
対
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
匂
は
「
0
0
0
0」
で
勾
末
の
「
些
一
」
目
「
只
」
字
を
含
ま
な
い
の
に
対
し
、
下
句
は
「
0
0
0比
一
こ
や
「
0
0
0只
」
で
、
四
字
目
に
必
ず
「
些
」
「
只
」
字
が
入
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
三
招
は
、
上
句
が
「
0
0
0
0」
、
下
句
が
「
0
0
0
些
」
や
「
0
0
0只
」
の
形
式
に
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
上
勾
鵬
同
士
、
下
句
同
士
が
対
句
と
な
る
隔
句
対
を
作
る
こ
と
は
可
能
な
は
写
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
隔
句
対
に
つ
い
て
は
「
七
発
」
と
全
く
同
じ
釧
条
件
の
下
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
七
発
」
は
隔
句
対
を
多
用
し
て
叫
い
る
の
に
対
し
、
二
招
は
隔
句
対
を
作
る
工
夫
を
行
っ
て
い
な
い
。
劃
次
の
「
七
発
」
第
三
一
聯
・
第
四
聯
は
、
隔
句
対
を
用
い
て
い
な
い
山
崎
が
、
し
か
し
二
聯
ひ
と
ま
と
ま
り
で
一
つ
の
話
題
を
述
べ
て
い
る
。
J
3
楚
商
之
食
、
楚
苗
の
食
、
都
安
胡
之
飯
。
安
胡
の
飯
。
「
ま
る
制
4
持
之
不
解
、
之
を
縛
め
れ
ば
解
け
ず
、
地
一
駁
而
散
。
一
た
び
除
む
れ
ば
散
ず
。
第
三
聯
は
、
楚
の
苗
山
に
産
す
る
穀
物
の
「
食
」
に
、
「
安
胡
(
7
5
 
1
コ
モ
の
実
)
」
の
「
飯
」
が
あ
る
と
歌
う
。
「
楚
苗
の
食
(
楚
苗
之
食
)
」
・
「
安
胡
の
飯
(
安
胡
之
飯
)
」
と
、
上
下
の
句
が
と
も
に
「
名
詞
ご
字
+
『
之
」
+
名
詞
」
の
構
造
で
あ
り
、
対
句
を
な
す
。
第
四
聯
は
、
五
臣
に
従
え
ば
、
こ
れ
ら
を
手
で
丸
め
る
と
粘
り
気
が
あ
っ
て
崩
れ
ず
、
滑
ら
か
で
食
べ
る
と
す
ぐ
に
ば
ら
ば
ら
に
な
る
、
と
解
釈
さ
れ
封
。
前
聯
で
登
場
し
た
ご
飯
に
関
し
て
説
明
を
加
え
て
お
り
、
両
聯
で
、
ご
飯
と
い
う
一
つ
の
話
題
を
述
べ
て
い
る
。
5
於
是
使
伊
予
煎
務
、
是
に
於
て
伊
予
を
し
て
煎
然
し
、
易
牙
調
和
。
易
牙
を
し
て
調
和
せ
し
む
。
「
伊
予
」
と
「
易
牙
」
と
い
う
、
い
に
し
え
の
名
料
理
人
の
名
前
を
登
場
さ
叫
、
対
句
を
形
作
っ
て
い
る
。
人
名
の
提
示
は
、
『
詩
経
」
「
楚
茨
」
や
二
招
の
飲
食
描
写
に
は
全
く
見
え
な
か
っ
た
。
て
に
も
の
6
熊
路
之
腕
、
熊
の
踏
の
腕
、
ひ
し
お
勺
楽
之
醤
。
勺
薬
の
醤
。
せ
に
〈
主
2
の
7
薄
者
之
炎
、
薄
き
香
の
炎
、
あ
た
ら
な
ま
す
鮮
鯉
之
給
。
鮮
し
き
鯉
の
鯵
。
し
を
8
秋
貴
之
蘇
、
秋
黄
の
蘇
、
な
白
露
之
茄
。
白
露
の
茄
。
第
六
時
酬
は
、
「
熊
」
の
「
路
(
手
の
ひ
ら
)
」
の
「
腕
(
煮
物
)
」
、
「
勺
梁
(
味
を
調
和
さ
せ
た
)
」
の
「
醤
」
と
述
叫
、
第
七
聯
は
、
「
蒋
」
く
切
っ
た
「
者
(
背
肉
)
」
の
「
炎
(
炎
り
物
)
」
、
「
鮮
(
新
鮮
)
」
な
き
す
《
印
》
な
「
鯉
」
の
「
姶
」
と
い
う
。
料
理
や
調
味
料
を
列
挙
し
て
お
り
、
各
聯
で
対
句
を
な
し
て
い
る
。
第
八
聯
は
、
秋
に
黄
色
く
な
っ
た
シ
6
ソ
と
、
白
い
露
が
降
り
た
野
菜
を
列
挙
す
る
。
こ
れ
ら
の
両
句
は
と
も
に
「
色
彩
語
を
含
む
こ
字
+
『
之
』
+
名
詞
(
野
菜
)
」
で
あ
り
九
対
句
を
な
す
。
勾
形
を
見
る
限
り
、
六
句
と
も
「
O
O之
O
」
形
式
で
あ
り
、
各
聯
が
単
句
対
で
あ
る
と
と
も
に
、
三
聯
で
隔
句
対
を
構
成
し
て
い
る
。
9
蘭
英
之
酒
、
蘭
英
の
酒
、
酌
以
糠
口
。
酌
み
て
以
て
口
に
根
ぐ
。
上
句
で
蘭
の
花
を
漬
け
た
酒
を
提
示
し
、
下
旬
で
そ
れ
を
酌
ん
で
口
に
注
ぐ
と
詠
む
。
上
旬
で
示
さ
れ
た
話
題
を
、
下
句
が
説
明
し
て
い
る。
は
し
危
べ
も
の
日
山
梁
之
餐
、
山
の
梁
の
餐
、
や
L
B
は
ら
と
祭
豹
之
胎
。
晶
君
い
し
豹
の
胎
。
上
旬
の
「
山
の
梁
」
は
、
『
論
語
』
郷
蕪
篇
に
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、
山
梁
雌
維
、
山
の
梁
の
雌
雄
、
時
哉
、
時
哉
。
時
な
る
か
な
、
時
な
る
か
な
。
と
あ
る
の
を
典
故
と
し
、
「
雌
雑
」
を
暗
示
し
て
い
る
。
下
旬
の
や
し
な
「
祭
い
し
豹
」
も
、
李
善
注
所
引
の
『
六
絡
』
に
、
不
盛
萩
葎
之
薬
、
寂
種
の
糞
を
盛
ら
ず
し
て
、
て
は
ら
ご
も
っ
必
勝
熊
賂
豹
胎
必
ず
熊
の
路
豹
の
胎
を
将
て
す
。
と
あ
る
の
を
典
故
と
す
る
。
上
下
句
が
と
も
に
典
故
を
持
っ
た
対
句
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
緊
密
な
構
成
に
な
っ
て
い
よ
う
。
〈
ら
の
日
小
飯
大
歓
、
小
し
く
飯
い
大
い
に
獄
め
ば
、
そ
そ
如
湯
沃
雪
。
湯
の
雪
に
沃
ぐ
が
如
し
。
第
十
一
聯
で
は
、
前
聯
ま
で
の
飲
食
物
を
少
々
食
べ
大
い
に
飲
む
と
、
《関》
湯
を
雪
に
注
ぐ
よ
う
に
食
べ
や
す
い
と
、
上
句
を
勾
中
対
に
構
成
し
つ
つ
、
下
句
で
説
明
を
付
加
す
る
。
最
後
に
第
十
二
聯
で
ロ
「
此
れ
も
亦
た
天
下
の
至
り
て
美
き
も
の
な
り
。
(
此
亦
天
下
之
至
美
也
。
)
」
と
締
め
括
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
七
発
」
の
飲
食
描
写
に
関
し
て
は
、
以
下
の
事
柄
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
食
材
に
つ
い
て
、
穀
物
は
「
楚
首
の
食
」
・
「
安
胡
の
飯
」
、
肉
類
に
は
「
牛
の
服
」
・
「
狗
」
・
「
熊
の
路
」
・
「
者
」
目
「
鯉
」
・
「
山
梁
の
餐
」
「
豹
の
胎
」
の
七
例
、
野
菜
は
「
街
」
・
「
蒲
」
・
「
山
膚
」
「
蘇
」
「
茄
」
の
五
例
、
調
味
料
は
「
醤
」
、
飲
み
物
は
「
酒
」
が
見
え
る
。
調
理
法
や
料
理
名
に
は
「
和
」
・
「
膝
」
・
「
炎
」
・
「
鰭
」
の
四
例
が
見
え
る
。こ
れ
ら
の
種
類
を
、
「
招
魂
」
お
よ
び
「
大
招
」
と
比
較
す
る
と
、
肉
類
は
「
招
魂
」
が
九
例
、
「
大
招
」
が
一
一
一
一
例
、
「
七
発
」
が
七
例
で
あ
り
、
調
理
法
は
「
招
魂
」
が
八
例
、
「
大
招
」
が
九
例
、
「
七
発
」
が
四
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
大
招
」
が
最
多
で
「
七
発
」
が
最
小
で
あ
る
。
調
味
料
や
味
は
「
招
魂
」
が
七
例
、
「
大
招
」
が
四
例
、
「
七
発
」
が
一
例
で
あ
り
、
飲
料
は
「
招
魂
」
が
四
例
、
「
大
招
」
が
三
例
、
「
七
発
」
が
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
招
魂
」
が
最
多
で
「
七
発
」
は
最
小
で
あ
る
。
穀
物
は
「
招
魂
」
が
四
例
、
「
大
招
」
が
二
例
、
「
七
発
」
が
二
例
で
あ
り
、
甘
味
は
「
招
魂
」
が
コ
一
例
、
「
大
招
」
が
O
例、
「
七
発
」
が
O
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
招
魂
」
に
多
く
「
大
招
」
・
「
七
発
」
は
少
数
か
、
或
い
は
全
く
挙
げ
て
い
な
い
。
野
菜
は
「
招
魂
」
が
O
例
、
「
大
招
」
が
三
例
、
「
七
発
」
が
五
例
で
あ
る
。
「
招
魂
」
に
見
え
ず
「
七
発
」
に
最
も
多
い
。
肉
類
や
調
理
法
の
種
類
の
多
い
順
に
三
篇
を
並
べ
る
と
、
「
大
招
」
、
「
招
魂
」
、
「
七
発
」
の
順
に
な
る
。
他
方
、
調
味
料
や
味
と
、
飲
料
と
を
、
種
類
の
多
い
順
に
並
べ
れ
ば
、
「
招
魂
」
、
「
大
招
」
、
「
七
発
」
、
穀
物
と
甘
味
の
種
類
が
多
い
順
に
並
べ
れ
ば
、
「
招
魂
」
、
「
大
招
」
)
と
「
七
発
」
、
ま
た
野
菜
の
種
類
が
少
な
い
順
に
並
べ
れ
ば
、
「
招
魂
」
、
国
「
大
招
」
、
「
七
発
」
の
順
に
な
る
。
一
概
に
は
一
言
え
な
い
が
、
二
一
篇
写
の
中
で
は
「
招
魂
」
と
「
七
発
」
の
間
で
飲
食
物
等
の
種
類
に
お
け
削
る
量
的
な
差
が
最
も
大
き
く
、
関
連
性
が
薄
い
よ
う
で
あ
る
。
州
第
二
に
、
文
の
構
造
に
関
し
て
、
「
七
発
」
は
二
招
と
は
異
な
る
す
っ
ぽ
ん
に
り
形
式
を
多
用
し
て
い
る
。
二
招
で
多
く
見
ら
れ
た
「
簡
を
肺
て
布
8
2
2
は
主
…
を
焔
る
」
の
よ
う
な
、
「
動
詞
(
調
理
法
)
+
名
詞
(
食
材
名
)
」
て
に
品
上
を
重
ね
た
形
は
一
例
も
笠
場
し
な
い
。
6
「
熊
の
路
の
腕
(
熊
路
之
拓
嬬
こ
の
よ
う
に
、
「
O
O之
O
」
の
形
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
「
熊
の
「
て
に
も
の
ひ
し
お
せ
に
〈
主
ー
の
あ
た
ら
&
ま
す
日
路
の
騰
、
勺
鶏
の
醤
。
捕
時
き
警
の
炎
、
鮮
し
き
鰹
の
始
。
秋
黄
の
首
し
そ
な
問
団
蘇
、
白
露
の
茄
」
の
よ
う
に
、
最
大
で
三
聯
六
匂
連
ね
て
い
る
。
一
句
に
一
種
類
の
料
理
を
配
し
、
数
句
を
連
ね
て
料
理
を
列
挙
す
る
形
で
あ
る
。
第
二
章
と
第
三
章
で
検
討
し
た
通
り
、
ニ
招
の
列
挙
17 
〈
eい
す
t
る
つ
も
の
形
式
で
は
、
「
招
魂
」
の
「
鵠
は
酸
く
宛
を
麟
に
し
」
や
「
大
招
」
ま
伝
づ
る
か
も
の
「
鵡
を
炎
り
鼠
却
を
蒸
し
」
の
よ
う
に
、
一
句
の
内
に
二
種
類
以
上
の
食
物
を
列
ね
て
い
た
。
対
し
て
「
七
発
」
は
、
一
種
類
の
食
物
に
一
句
を
費
や
す
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ぐ
さ
は
ら
じ
く
ま
た
「
七
発
」
は
、
第
一
聯
で
「
物
か
い
し
牛
の
娘
、
菜
と
す
る
た
付
の
ニ
が
ま
に
街
・
滞
を
以
て
す
」
と
、
上
句
の
肉
料
理
に
対
し
、
下
句
で
付
け
あ
つ
も
の
合
せ
の
野
菜
を
付
加
す
る
。
続
く
第
二
聯
は
「
肥
え
た
る
狗
の
和
、
お
お冒
う
に
山
腐
を
以
て
す
」
と
、
前
聯
と
隔
匂
対
を
構
成
し
、
両
聯
で
て
に
も
の
一
つ
の
話
題
を
述
べ
る
。
第
六
聯
か
ら
第
人
聯
は
、
「
熊
の
路
の
腕
、
ひ
し
お
せ
に
〈
ゐ
ぷ
り
&
の
あ
た
ら
伝
ま
ず
し
そ
勺
梁
の
醤
。
薄
き
者
の
炎
、
鮮
し
き
鯉
の
鰭
。
秋
黄
の
蘇
、
白
露
必
の
苅
。
」
と
、
三
聯
で
隔
句
対
を
形
作
り
、
一
つ
の
話
題
を
述
べ
る
。
ま
る
ま
た
、
第
三
聯
・
第
四
聯
「
楚
苗
の
食
、
安
胡
の
飯
。
之
を
掠
め
れ
ば
解
け
ず
、
一
た
び
駁
む
れ
ば
散
ず
」
は
、
二
聯
で
一
つ
の
話
題
を
述
べ
る
。
一
つ
の
話
題
を
述
べ
る
の
に
、
二
招
は
一
聯
を
用
い
る
が
、
「
七
発
」
は
ご
聯
以
上
を
費
や
す
こ
と
が
多
い
。
第
三
に
、
ニ
招
に
特
徴
的
だ
っ
た
句
中
対
は
第
十
一
聯
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
対
句
は
第
三
聯
・
第
六
聯
・
第
七
聯
・
第
八
聯
・
第
十
聯
に
あ
り
、
隔
匂
対
は
第
一
聯
・
第
二
聯
、
第
六
聯
か
ら
第
八
聯
の
聞
に
見
え
る
。
二
招
に
は
見
え
な
か
っ
た
対
句
や
隔
匂
対
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
第
四
に
、
「
七
発
」
の
飲
食
物
に
は
、
肉
料
理
・
野
菜
料
理
由
穀
8
物
の
ご
飯
・
調
味
料
酒
な
ど
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
を
叙
述
す
る
順
序
に
注
目
す
る
と
、
肉
料
理
に
始
ま
り
(
第
一
聯
・
第
二
聯
)
、
穀
類
は
そ
の
次
(
第
三
聯
・
第
四
聯
)
に
位
置
し
、
再
び
肉
料
理
や
野
菜
料
理
が
述
べ
ら
れ
る
(
第
六
聯
か
ら
第
八
聯
)
。
酒
は
第
九
聯
に
登
場
し
て
お
り
、
後
半
に
位
置
す
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
直
後
に
は
第
十
聯
で
再
び
肉
料
浬
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
七
発
」
に
お
け
る
料
理
の
叙
述
順
序
は
、
『
詩
経
』
「
楚
茨
」
か
ら
二
招
に
至
る
ま
で
存
在
し
た
穀
物
肉
類
・
酒
と
い
う
順
序
に
、
合
致
し
て
い
な
い
。
第
五
に
、
「
招
魂
」
に
お
い
て
は
祭
杷
に
参
加
す
る
一
族
の
人
々
が
「
室
家
」
と
提
示
さ
れ
て
い
た
が
、
「
七
発
」
に
お
い
て
は
、
「
大
招
」
と
同
じ
よ
う
に
、
一
族
の
人
々
は
登
場
し
な
い
。
二
招
は
と
も
に
、
魂
を
招
く
と
い
う
宗
教
儀
礼
を
う
た
っ
た
作
品
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
招
魂
」
の
飲
食
描
写
に
は
、
『
詩
経
」
「
楚
茨
」
と
同
様
に
一
族
の
人
々
が
登
場
し
、
祖
霊
祭
杷
詩
で
あ
る
「
楚
茨
」
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
、
宗
教
儀
礼
と
い
う
主
題
と
相
反
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
大
招
」
の
飲
食
描
写
に
は
、
娯
楽
性
を
も
っ
た
宮
廷
文
学
と
さ
れ
る
「
七
発
」
と
同
じ
く
、
一
族
の
人
々
が
登
場
し
な
い
。
「
大
招
」
は
、
表
面
上
の
主
題
は
魂
を
招
く
宗
教
儀
礼
で
あ
る
が
、
内
容
は
娯
楽
作
品
に
近
く
、
主
題
と
内
容
の
聞
に
差
異
が
《
別
V
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
稿
で
指
摘
し
た
、
「
招
魂
」
の
作
者
が
「
大
招
」
の
作
者
よ
り
も
魂
を
招
く
と
い
う
主
題
を
よ
り
明
確
に
意
識
し
て
作
品
を
制
作
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
と
、
矛
盾
し
な
い
。
お
わ
り
に
飲
食
描
写
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
た
。
第
一
に
、
食
材
な
ど
の
数
量
に
関
し
て
は
、
「
大
招
」
の
方
が
「
七
発
」
に
近
接
し
て
い
る
。
第
二
に
、
一
つ
の
話
題
を
述
べ
る
の
に
、
二
招
は
一
聯
を
用
い
る
が
、
「
七
発
」
は
二
聯
以
上
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
第
三
に
、
対
偶
と
し
て
二
招
に
は
句
中
対
が
含
ま
れ
る
が
、
句
中
対
は
「
大
招
」
の
方
が
多
く
、
対
偶
を
積
極
的
に
作
る
と
い
う
点
で
は
大
招
の
方
が
「
七
発
」
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
第
四
に
、
飲
食
物
を
述
べ
る
順
序
は
、
二
招
が
「
楚
茨
」
と
共
通
性
を
持
つ
の
に
対
し
、
「
七
発
」
は
独
自
の
順
序
を
持
つ
。
第
五
に
、
「
楚
茨
」
と
「
招
魂
」
に
は
、
宴
会
に
参
加
す
る
一
族
の
人
々
が
歌
わ
れ
る
が
、
「
大
招
」
や
「
七
発
」
に
は
、
一
族
の
人
々
は
笠
場
し
な
い
。
二
招
が
相
互
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
「
招
魂
」
の
方
が
僅
か
な
が
ら
『
詩
経
』
「
楚
茨
」
に
近
い
叙
述
を
持
ち
、
「
大
招
」
の
方
が
漢
初
の
作
品
で
あ
る
「
七
発
」
に
近
い
特
徴
を
持
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
飲
食
の
モ
テ
ィ
1
7
を
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
二
招
と
「
七
発
」
の
位
置
関
係
に
関
す
る
結
論
は
、
狩
猟
モ
テ
ィ
1
7
に
つ
い
て
論
考
し
た
谷
口
洋
氏
の
結
論
と
同
じ
も
の
に
な
っ
た
。
あ
く
ま
で
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
二
招
と
「
七
発
」
の
位
置
関
係
か
ら
、
「
招
魂
」
よ
り
も
「
大
招
」
の
方
が
遅
く
成
立
し
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二
招
に
共
通
す
る
そ
の
他
の
モ
テ
ィ
1
7
、
宮
殿
・
美
女
歌
舞
な
ど
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
主
(
1
)
活
文
澗
『
文
心
臓
器
注
』
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年
)
詮
賦
第
八
「
然
賦
也
者
、
受
命
於
詩
人
、
拓
宇
於
楚
静
也
。
」
)
(
2
)
辞
賦
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』
(
富
山
房
、
鵬
一
九
三
六
年
)
、
中
島
千
秋
震
の
成
立
と
展
開
』
(
閑
洋
紙
庖
印
刷
(
所
、
一
九
六
三
年
)
を
参
照
。
一
同
(
3
)
藤
野
岩
友
『
増
補
亙
系
文
学
論
』
(
大
学
書
官
房
、
一
九
六
九
年
)
「
招
喰
魂
文
学
」
、
菱
苑
夫
「
一
一
招
校
註
」
(
『
萎
亮
夫
全
集
(
六
)
」
雲
南
人
町
民
出
版
社
、
ニ
O
O
一
一
年
)
配
(
4
)
王
逸
注
は
「
招
魂
」
を
宋
玉
の
作
と
し
、
「
大
招
」
に
関
し
て
は
f
 
日
山
居
原
あ
る
い
は
景
差
の
作
と
し
た
上
で
「
疑
不
能
明
也
。
」
と
述
べ
る
。
l
y
「
招
魂
」
の
作
者
・
成
立
年
代
に
閲
す
る
王
な
先
行
研
究
は
、
竹
治
醐
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
(
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
)
八
六
一
j
「
八
六
二
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
大
招
」
に
つ
い
て
は
、
締
屈
原
作
と
す
る
説
に
藤
野
岩
友
『
思
系
文
学
論
』
等
が
あ
り
、
後
人
R
の
作
と
す
る
説
に
陸
侃
如
『
屈
原
」
「
屈
原
評
伝
」
・
遊
園
恩
『
楚
辞
概
論
』
等
が
あ
る
。
(
5
)
後
述
す
る
谷
口
氏
の
論
文
以
外
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
藤
原
19 
尚
「
「
七
発
」
の
修
辞
に
つ
い
て
ー
ー
そ
の
リ
ズ
ム
と
典
故
」
(
『
小
尾
博
士
古
稀
記
念
中
国
与
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
)
。
戸
倉
英
美
「
漢
代
の
文
学
に
お
け
る
「
全
体
」
の
精
神
」
(
初
出
は
『
中
国
文
学
会
報
』
十
号
、
一
九
八
五
年
。
『
詩
人
た
ち
の
時
空
|
|
漢
賦
か
ら
唐
詩
へ
|
|
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
所
収
)
。
(
6
)
谷
口
洋
「
早
期
辞
賦
に
お
け
る
狩
猟
i
ー
古
代
的
象
徴
世
界
か
ら
の
逃
走
l
l」
(
「
興
膳
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
二
O
O
O年
)
(
7
)
拙
稿
「
『
楚
辞
』
招
魂
篇
と
大
招
鰐
の
四
方
描
写
に
つ
い
て
」
(
『
柏
市
刊
東
洋
学
』
一
O
三
号
、
二
O
一
O
年
)
(
8
)
『
詩
経
』
の
テ
キ
ス
ト
は
十
三
経
注
疏
本
を
用
い
る
。
ま
た
「
楚
辞
』
本
文
お
よ
び
王
逸
注
・
洪
興
祖
補
注
は
四
部
鍛
刊
本
を
、
朱
嘉
注
は
『
楚
辞
集
注
』
(
蒋
立
甫
校
賄
、
上
海
古
籍
出
版
社
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
O
O
一
年
)
を
、
『
文
選
』
本
文
お
よ
び
李
普
注
五
臣
庄
は
足
利
学
校
蔵
明
州
刊
本
を
用
い
る
。
(
9
)
一
一
句
目
「
認
爾
牛
羊
」
に
関
し
て
は
、
正
義
が
「
乃
鮮
契
爾
王
者
所
紀
之
牛
羊
。
」
と
解
釈
し
て
お
り
、
「
紫
」
は
清
め
る
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
四
句
目
「
或
剥
或
亨
」
に
つ
い
て
、
毛
俸
は
「
亨
、
低
之
也
。
」
、
鄭
築
は
「
有
解
剥
ゐ
共
皮
者
、
有
煮
熟
之
者
。
」
と
述
べ
る
。
「
剥
」
は
皮
を
剥
ぐ
こ
と
、
「
亨
」
は
煮
る
こ
と
と
な
る
。
(m)
毛
俸
は
「
豆
、
謂
肉
差
庶
差
。
」
と
述
べ
る
が
、
『
経
典
釈
文
』
に
よ
れ
ば
「
肉
」
は
「
内
」
の
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。
(
日
)
毛
偲
「
東
西
矯
交
、
邪
行
矯
錯
。
」
(
ロ
)
毛
僻
「
燕
而
議
其
私
恩
。
」
鄭
鐘
「
祭
杷
畢
、
蹄
賓
客
豆
組
、
同
姓
則
留
、
典
之
燕
、
所
以
尊
賓
客
、
親
骨
肉
也
。
」
20 
(
日
)
鄭
築
「
小
大
、
猶
長
幼
也
。
同
姓
之
臣
、
燕
己
酔
飽
、
皆
再
拝
稽
首問。」
(
M
)
王
逸
注
「
宗
、
衆
也
。
方
、
道
也
。
言
君
九
族
室
家
、
遂
以
衆
盛
、
人
人
暁
味
、
故
飲
食
之
和
、
多
方
道
也
。
」
朱
謀
注
「
室
家
、
宗
族
也
。
宗
、
尊
也
。
一
昔
一
回
君
既
蹄
来
、
室
家
之
衆
、
皆
来
宗
棒
、
賞
翁
飲
食
、
其
方
法
多
一
端
也
。
」
(
時
)
王
逸
注
「
穏
、
称
。
菜
、
稜
。
稿
、
捧
也
。
捧
奏
中
先
熟
者
也
。
率
、
探
也
。
言
飯
則
以
杭
稲
・
繰
桜
、
揮
新
奏
、
株
以
黄
梁
、
和
而
柔
嬬
、
且
香
滑
也
。
」
(
時
)
毛
俸
「
後
熟
臼
重
、
先
熟
日
穆
。
」
(
臼
)
王
逸
注
に
「
大
普
、
鼓
也
。
辛
、
調
淑
盛
也
。
甘
、
謂
飴
蜜
也
。
一
宮
一
口
取
鼓
汁
和
以
淑
盤
、
猷
酢
和
以
飴
蜜
、
則
辛
甘
之
味
、
皆
後
而
行
也
。
」
と
あ
る
が
、
本
文
を
見
る
限
り
は
、
王
逸
が
述
べ
る
よ
う
な
複
雑
な
調
合
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
五
臣
注
「
鹸
、
現
也
。
酸
、
酢
也
。
」
な
お
、
原
田
種
成
「
文
選
(
文
章
縞
)
上
』
(
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
)
は
、
「
大
昔
」
を
は
な
は
だ
苦
い
意
と
し
、
「
蹴
」
・
「
酸
」
・
「
辛
」
・
「
甘
」
と
と
も
に
「
五
味
」
を
述
べ
た
も
の
と
す
る
(
国
)
王
逸
注
「
随
、
筋
頭
也
。
踊
若
、
熟
畑
也
。
言
取
肥
牛
之
腿
、
側
熱
之
、
則
肥
濡
美
也
。
」
(
凶
)
王
逸
注
「
言
呉
人
工
作
葉
、
和
調
甘
酸
、
其
味
若
苦
、
而
復
目
也
。
」
王
逸
に
従
え
ば
、
上
匂
も
下
勾
に
見
え
る
「
呉
の
奨
」
を
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
二
句
一
聯
で
「
呉
の
葵
」
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
上
句
が
「
呉
の
奨
」
の
説
明
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
(
初
)
王
逸
注
「
弟
、
羊
子
也
。
柘
、
詩
牒
也
二
百
復
以
飴
蜜
、
肺
勉
焔
菜
、
令
之
嫡
熱
、
取
藷
煎
之
汁
、
矯
紫
飲
也
。
」
(
幻
)
主
逸
注
「
腕
、
小
脂
也
。
鴻
、
鴻
腐
也
。
錦
、
鍋
鶴
也
。
此
言
復
以
酸
酢
、
烹
鵠
潟
襲
、
小
腕
脂
血
畑
、
煎
放
一
鴻
錦
、
令
之
肥
美
也
。
」
(
沼
)
王
逸
注
「
露
難
、
露
棲
之
難
也
。
有
来
日
葉
、
無
莱
日
服
。
側
、
大
勉
之
腐
也
。
腐
、
烈
也
。
爽
、
敗
也
。
楚
人
名
義
敗
日
爽
。
言
乃
復
烹
露
棲
之
肥
難
、
腿
蝋
組
之
肉
、
則
其
味
清
烈
不
敗
也
。
」
(
お
)
郭
沫
若
『
《
屈
原
賦
》
今
訳
』
(
初
出
は
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
三
年
。
『
郭
沫
若
全
集
』
文
学
編
第
五
巻
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
所
収
)
「
油
鶏
・
矧
策
、
味
大
可
清
爽
。
」
(
U
A
)
陸
侃
如
高
亨
賛
孝
好
選
註
『
楚
辞
選
』
(
上
海
古
典
出
版
社
、
一
九
五
六
年
)
「
露
、
当
是
一
種
烹
調
方
式
、
有
人
説
露
鶏
即
油
鶏
。
按
露
可
能
借
倣
熔
字
、
熔
是
用
火
拷
、
熔
鶏
如
同
現
在
所
調
拷
鶏
。
」
(
お
)
王
逸
注
は
「
飯
館
、
錫
也
。
一
言
一
回
以
蜜
和
米
麹
、
数
煎
作
桓
紋
、
捺
黍
作
餌
、
又
有
美
飯
、
衆
昧
甘
美
也
。
」
と
解
す
る
。
し
か
し
、
洪
興
祖
は
上
匂
に
つ
い
て
「
拒
牧
、
蜜
餌
也
。
」
と
述
べ
、
洪
に
従
え
ば
「
粧
般
の
蜜
餌
」
で
一
種
類
の
菓
子
と
な
る
。
(
お
)
王
逸
注
「
瑞
、
玉
也
。
勺
、
泊
也
。
賓
、
満
也
。
羽
、
翠
羽
也
。
脇
、
鰍
也
。
言
食
己
復
有
玉
策
、
以
蜜
泊
之
、
満
子
羽
脇
、
以
激
口
也
。
」
(
幻
)
五
臣
注
「
脇
、
酒
器
也
。
描
羽
子
上
。
」
朱
官
官
注
「
羽
筋
、
飲
酒
之
器
、
矯
生
爵
形
、
似
有
頭
尾
羽
翼
也
。
」
(
お
)
王
逸
注
「
挫
、
捉
也
。
凍
、
球
也
。
酎
、
醇
酒
也
。
言
感
夏
則
篤
夜
盛
乾
醸
、
捉
去
其
糟
、
但
取
清
醇
、
居
之
汰
上
、
然
後
飲
之
。
酒
寒
涼
、
又
長
味
、
好
飲
也
。
」
(
鈎
)
玉
逸
注
「
酌
、
酒
斗
也
。
言
酒
鱒
在
前
、
華
酌
陳
列
、
復
有
玉
紫
、
恐
意
所
用
也
。
」
五
臣
注
「
華
酌
、
謂
置
華
於
酒
中
。
」
「
唆
の
紫
」
に
酷
似
し
た
表
現
と
し
て
、
第
十
聯
に
「
瑠
の
策
」
が
登
場
し
て
い
る
。
王
逸
は
「
瑠
」
に
つ
い
て
も
「
唆
」
に
つ
い
て
も
「
玉
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
「
唆
」
は
『
説
文
解
字
繋
刷
用
』
に
「
唆
、
赤
玉
也
」
と
あ
り
、
「
攻
の
柴
」
で
赤
い
玉
の
よ
う
な
飲
み
物
を
表
す
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
「
務
」
を
「
玉
」
と
捉
え
れ
ば
、
玉
は
一
般
的
に
白
色
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
瑞
の
紫
」
は
白
玉
の
よ
う
な
飲
み
物
と
な
っ
て
、
「
魂
の
策
」
と
色
彩
の
対
照
を
な
す
と
も
考
え
う
る
。
(
鈎
)
次
聯
で
は
「
肴
差
未
通
、
女
柴
羅
些
。
」
と
、
ご
馳
走
か
ら
女
楽
に
話
題
が
移
っ
て
ゆ
く
。
(
む
)
王
逸
は
「
五
穀
、
稲
・
稜
官
官
豆
麻
也
。
七
尺
日
仰
。
設
、
創
施
也
。
茂
染
、
蒋
賞
、
調
雌
萌
也
。
言
楚
園
土
地
肥
美
、
堪
用
種
植
田
五
穀
、
其
穂
長
六
仰
o
又
有
茂
梁
之
飯
、
背
骨
香
且
柔
滑
也
o
」
と
言
、
っ
。
樗
し
か
し
洪
興
視
は
王
逸
に
反
駁
し
「
此
言
積
穀
之
多
爾
、
非
謂
穂
長
会
六
仰
也
。
」
と
述
べ
る
。
叫
(
お
)
二
招
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
用
例
に
、
『
孟
子
』
勝
文
公
上
「
后
引
稜
教
民
稼
稿
、
樹
謹
五
穀
」
、
趨
岐
注
「
五
穀
、
関
宿
・
黍
・
稜
・
要
・
対
萩
也
。
」
が
あ
る
。
ま
た
「
穀
」
の
{T乞
数
と
共
に
用
い
る
例
に
、
『
詩
「」
経
』
幽
風
「
七
月
」
、
小
雅
「
信
南
山
」
・
「
大
田
」
、
周
頒
「
瞭
噌
」
・
減
「
械
受
」
・
「
良
相
」
に
見
え
る
「
百
穀
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
病
ゎ
は
穀
類
の
稜
蒔
き
や
、
そ
の
後
の
生
育
を
歌
っ
て
い
る
。
都
(
お
)
王
逸
注
「
腕
、
熱
也
。
致
、
致
蹴
酸
也
。
芳
、
謂
板
謹
也
。
-
一
吉
田
乃
E
以
鼎
銭
、
臆
熟
議
服
、
調
和
蛾
酸
、
致
其
芥
芳
、
望
之
浦
案
、
有
行
列
也
。
」
(
泌
)
王
逸
注
「
錦
、
鋳
鶴
也
。
鵠
、
似
鳩
而
小
、
背
白
。
鵠
、
黄
鵠
也
。
21 
針
、
似
狗
。
言
宰
夫
巧
於
調
和
、
先
定
甘
酸
、
乃
内
儀
鵠
黄
鵠
、
重
以
針
肉
、
故
糞
味
尤
美
也
。
」
(
お
)
王
逸
注
「
生
潔
矯
鮮
。
棚
、
大
総
也
。
酪
、
酢
識
也
。
-
一
吉
田
取
鮮
潔
大
砲
、
烹
之
作
議
、
調
以
飴
蜜
、
復
用
肥
鶏
之
肉
、
和
以
酢
酪
、
其
味
清
烈
也
。
」
(
お
)
王
逸
注
「
躍
、
肉
醤
也
。
苦
、
以
脂
和
醤
也
。
世
所
謂
臓
和
者
也
。
宜
専
、
襲
荷
也
。
言
乃
以
肉
醤
陥
系
豚
、
以
臓
和
醤
、
陥
狗
肉
、
雑
用
胞
炎
、
切
襲
荷
以
為
香
、
備
味
也
。
」
(
幻
)
王
逸
注
は
「
首
、
繋
草
也
。
護
、
香
草
也
。
『
詩
」
日
、
「
言
釆
其
禁
。
」
言
呉
人
普
震
葉
、
其
莱
若
襲
、
味
無
泊
簿
、
-
一
日
其
調
也
。
」
、
ま
た
「
油
、
多
汁
也
。
薄
、
無
味
也
。
-
一
吉
田
呉
人
工
調
鹸
酸
、
焔
嵩
袈
以
篤
議
、
其
味
不
濃
不
薄
、
適
甘
美
也
。
」
と
述
べ
る
。
上
下
の
句
を
関
連
付
け
て
解
釈
し
て
お
り
、
一
方
で
は
、
恐
ら
く
「
招
魂
」
の
「
呉
の
義
を
陳
ぬ
」
を
念
頭
に
置
い
て
薬
の
こ
と
と
し
、
他
方
で
は
盤
(
和
え
物
、
野
菜
の
ナ
マ
ス
)
の
こ
と
と
し
て
お
り
、
少
々
混
乱
が
見
え
る
。
(
お
)
王
逸
注
「
鮎
、
焔
也
。
雪
回
復
来
館
鵡
、
系
宛
属
。
鈷
焔
鶏
鎖
、
敵
列
衆
味
、
無
所
不
具
也
。
」
(
却
)
王
逸
注
「
鎖
、
鮒
。
法
、
趣
也
。
爽
、
差
也
。
存
、
前
也
。
言
乃
復
煎
鮒
魚
、
瓶
黄
雀
、
勅
趣
宰
人
、
差
次
衆
味
、
持
之
而
前
也
。
」
(
胡
)
王
逸
注
「
醇
酒
震
酎
。
井
、
倶
也
。
喰
、
錯
也
。
言
乃
酪
服
醇
酒
、
四
器
倶
熱
、
其
味
甘
美
、
飲
之
隙
滑
、
入
口
消
稗
、
不
背
忽
、
令
人
不
飼
満
也
。
」
朱
烹
注
「
飲
酎
、
三
重
醸
酒
。
秦
「
月
令
』
云
、
「
春
醸
之
、
孟
夏
始
成
。
」
漠
亦
以
春
限
、
八
月
乃
成
。
此
云
四
酎
、
則
是
四
重
醸
実
。
沓
注
以
矯
四
器
倶
熱
、
未
知
執
是
也
。
」
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(
制
)
王
逸
注
「
磐
、
香
之
逮
問
者
也
。
凍
、
猶
興
工
也
。
敵
、
飲
也
。
役
、
賎
也
。
言
醇
膿
之
酒
、
清
而
且
香
、
宜
於
寒
飲
、
不
可
以
飲
役
賊
之
人
。
即
以
飲
役
賎
之
人
、
即
易
酔
顛
介
、
失
櫨
敬
。
」
し
か
し
、
下
句
に
つ
い
て
朱
官
官
は
「
未
詳
」
と
す
る
。
(
必
)
王
逸
注
「
再
宿
為
陸
。
葉
、
米
麹
也
。
涯
、
清
酒
也
。
一
吾
一
一
回
使
呉
人
隙
盟
、
和
以
白
米
之
麹
、
以
作
楚
涯
、
其
清
酒
尤
膿
美
也
。
」
(
円
相
)
た
だ
し
、
「
大
招
」
の
飲
食
描
写
の
段
に
一
族
を
示
す
語
は
見
え
な
い
が
、
「
大
招
」
の
健
康
や
一
族
の
繁
栄
を
述
べ
る
段
に
は
「
室
家
盈
廷
、
爵
禄
盛
只
。
」
と
あ
る
。
(
叫
)
李
普
注
「
『
説
文
』
目
、
「
側
、
以
努
道
義
国
牛
也
。
」
『
説
文
』
目
、
「
腕
、
腹
下
肥
者
。
」
「
毛
詩
」
日
、
「
其
殻
維
何
、
維
街
及
滞
。
」
」
五
臣
注
「
街
・
荷
、
竹
街
・
蒲
心
。
」
(
必
)
李
普
注
「
「
櫨
記
』
目
、
「
士
無
故
不
殺
犬
家
。
」
和
、
調
和
議
也
。
鄭
玄
『
鵡
記
注
』
目
、
「
宅
、
莱
也
。
」
謂
以
莱
調
和
之
也
。
冒
典
芸
、
古
字
通
。
山
府
、
未
詳
。
」
五
臣
注
「
冒
、
覆
也
。
山
府
、
雄
由
。
」
(
泊
四
)
藤
原
尚
(
注
5
前
掲
論
文
)
参
照
。
(
釘
)
李
普
注
「
楚
苗
山
出
禾
、
可
以
為
食
。
『
准
南
子
』
目
、
「
苗
山
之
鎚
。
」
高
誘
日
、
「
苗
山
、
楚
山
也
。
」
安
胡
、
未
詳
。
一
目
、
安
胡
、
彫
胡
也
。
宋
玉
『
訊
賦
』
目
、
「
翁
臣
炊
彫
胡
之
飯
。
」
」
五
臣
注
「
言
用
楚
地
之
梗
稽
潟
之
食
。
故
云
楚
首
。
又
用
彫
胡
草
費
、
以
潟
飯
。
安
胡
即
彫
胡
。
」
李
普
注
「
『
勝
記
』
目
、
「
無
持
飯
。
」
・
『
説
文
』
目
、
「
畷
、
嘗
也
。
」
」
五
臣
注
「
持
之
不
解
、
昔
日
勃
也
。
吸
、
嘗
也
。
一
嘗
而
散
、
雪
国
滑
也
。
」
(
必
)
李
普
注
「
『
邑
氏
春
秋
」
日
、
「
伊
予
説
湯
以
至
味
。
」
又
、
白
公
目
、
「
若
以
水
投
水
笑
若
。
」
孔
子
「
泊
油
之
合
者
、
易
牙
嘗
而
知
之
。
」
」
(
必
)
李
善
注
「
『
左
氏
侍
』
目
、
「
宰
夫
腕
熊
路
不
熱
。
」
「
方
言
』
日
「
腕
、
熟
也
」
章
昭
『
上
林
賦
注
」
日
、
「
勺
襲
、
和
斉
蹴
酸
美
味
也
。
」
」
五
臣
注
「
熊
路
、
熊
掌
也
。
腕
、
湖
也
。
勺
襲
、
調
和
也
。
一
吾
一
一
口
又
以
醤
調
和
之
。
」
(
印
)
李
養
注
「
薄
替
、
未
詳
。
一
日
、
薄
切
獣
者
之
肉
、
而
以
為
炎
也
。
者
、
今
人
調
之
者
頭
。
『
毛
詩
』
目
、
「
倶
熊
楠
町
飽
。
」
」
五
臣
注
「
取
獣
静
香
上
着
滑
肉
震
災
。
」
(
日
)
李
普
注
「
茄
、
莱
之
総
名
也
。
『
漢
書
』
目
、
「
百
味
旨
酒
、
布
蘭
生
。
」
膏
灼
日
、
「
布
列
背
骨
芳
、
若
陶
之
生
。
」
」
五
臣
注
「
秋
時
蘇
賀
、
露
下
葵
滑
、
皆
可
食
也
。
茄
、
莱
之
稿
。
酒
中
漬
閥
葉
、
取
其
香
也
。
蕩
総
於
口
、
以
自
適
也
。
」
(
臼
)
李
普
注
「
『
論
語
』
「
子
目
、
山
梁
雌
雑
、
時
哉
時
哉
。
」
鄭
玄
日
、
「
孔
子
山
行
、
見
一
雌
維
、
食
其
梁
粟
。
」
社
預
『
左
氏
俳
注
』
目
、
「
袋
、
義
也
。
音
官
。
」
「
六
柏
』
日
、
「
武
王
伐
材
、
得
二
大
夫
而
問
之
目
、
股
図
将
有
妖
乎
。
針
目
、
有
。
段
君
隙
玉
杯
象
箸
。
玉
杯
象
箸
、
不
盛
荻
種
之
葉
、
必
勝
熊
路
豹
胎
。
」
」
五
臣
注
「
祭
義
之
豹
、
取
其
胎
也
。
」
な
お
『
論
語
」
に
つ
い
て
、
李
普
の
引
用
し
た
鄭
玄
注
は
供
し
て
お
り
、
正
義
は
「
梁
、
橋
也
」
と
解
釈
す
る
。
(
日
)
李
普
注
「
「
説
文
』
目
、
「
歓
、
飲
也
。
」
沃
雪
、
言
易
也
。
『
家
語
』
「
孔
子
日
、
人
之
紫
悪
、
知
湯
之
地
雷
湾
。
」
」
五
臣
注
「
敵
、
飲
也
。
如
湯
沃
雪
、
-
一
百
食
之
易
也
。
」
(
日
)
注
(7)
参
照
。
